
要
旨
本
目
録
は
、
高
知
出
身
で
明
治
期
に
活
躍
し
た
評
論
家
・
中
国
文
学
者
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
田
岡
嶺
雲
（
一
八
七
○
～
一
九
一
二

の
参
考
文
献
目
録
の
〃
戦
後
編
〃
で
あ
る
。
収
録
期
間
は
、
昭
和
二
十
一
年
か
ら
平
成
十
五
年
ま
で
の
五
十
八
年
分
で
、
「
単
行
本
」
「
新
聞
・

雑
誌
・
単
行
本
等
所
収
論
文
」
の
二
つ
に
分
け
、
発
行
順
に
並
べ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
田
岡
嶺
雲
の
参
考
文
献
目
録
は
い
く
つ
か
作
成
さ
れ
て
い
る
が
（
付
記
参
照
）
、
網
羅
的
な
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
本
目

録
で
は
、
先
行
の
参
考
文
献
目
録
に
未
収
載
の
文
献
を
大
幅
に
加
え
る
と
と
も
に
、
な
る
べ
く
現
物
を
確
認
し
、
正
確
を
期
す
こ
と
に
し
た
。

ま
た
、
先
行
、
録
が
省
略
し
た
巻
号
や
副
題
を
加
え
、
単
行
本
収
録
の
情
報
も
付
加
し
た
。

田
岡
嶺
雲
参
考
文
献
目
録

ｌ
昭
和
二
十
一
年
～
平
成
十
五
年
Ｉ

鈴
木
一
正
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一
、
本
目
録
は
、
高
知
出
身
で
明
治
期
に
活
躍
し
た
評
論
家
・
中
国
文
学
者
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
田
岡
嶺
雲
（
一
八
七
○
～
一
九
一

二
）
の
参
考
文
献
目
録
の
〃
戦
後
編
〃
で
あ
る
。

一
、
本
目
録
の
構
成
は
、
「
１
単
行
本
」
「
２
新
聞
・
雑
誌
・
単
行
本
等
所
収
論
文
」
か
ら
成
る
。
な
お
、
「
１
」
の
内
容
細
目
に
つ

一
、
収
録
期
間
は
、
副
題
が
示
す
と
お
り
、
昭
和
二
十
一
年
か
ら
平
成
十
五
年
ま
で
の
五
十
八
年
分
と
し
た
。

一
、
排
列
は
、
月
単
位
で
発
行
順
に
並
べ
た
。
同
月
内
は
、
著
者
名
の
五
十
音
順
と
し
、
雑
誌
等
で
同
時
に
複
数
の
論
文
掲
載
の
場
合

は
、
掲
載
順
と
し
た
。
た
だ
し
、
週
刊
紙
（
誌
）
、
日
刊
紙
の
場
合
に
限
り
、
同
月
内
の
後
に
月
日
順
に
並
べ
た
。

一
、
タ
イ
ト
ル
は
、
原
則
と
し
て
目
次
の
で
は
な
く
、
本
文
の
も
の
を
採
用
し
た
。
副
題
は
、
な
る
べ
く
採
用
す
る
よ
う
に
し
た
が
、

所
収
書
名
の
副
題
は
省
略
し
た
。
な
お
、
副
題
の
表
記
は
、
記
載
の
と
お
り
と
し
た
。

一
、
雑
誌
等
の
巻
号
は
、
な
る
べ
く
採
用
す
る
よ
う
努
め
た
。

一
、
単
行
本
は
「
」
、
雑
誌
等
は
「
」
で
示
し
、
叢
書
名
・
特
集
名
等
、
補
足
的
事
項
は
〈
〉
を
用
い
た
。
ま
た
無
署
名
の
場

合
は
、
！
表
示
し
た
。
そ
の
他
、
必
要
に
応
じ
て
注
記
し
た
。

一
、
連
載
・
分
載
の
場
合
は
、
一
括
で
記
入
し
、
著
者
名
の
上
に
＊
印
を
付
し
た
。

一
、
原
則
と
し
て
、
雑
誌
等
の
「
初
出
」
に
よ
っ
た
。
初
出
不
明
、
未
確
認
の
場
合
は
、
単
行
本
所
収
時
の
も
の
を
記
載
し
た
。
な
お
、

所
収
書
名
は
、
↓
「
」
で
示
し
た
。

い
て
は
、
「
２
」
に
掲
げ
た
。

凡
例
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家
丞
一
蔀
『
数
奇
な
る
思
想
家
の
生
涯
ｌ
田
岡
嶺
雲
の
人
と

思
想
ｌ
』
〈
岩
波
新
書
〉
（
岩
波
書
店
、
昭
刈
．
ｌ
・
型
↓

『
家
永
三
郎
集
」
第
５
巻
、
岩
波
書
店
、
平
川
・
２

蒲
生
欣
一
郎
『
も
う
ひ
と
り
の
泉
鏡
花
視
座
を
変
え
た
文

学
論
」
（
東
美
産
業
企
画
、
昭
仙
・
胆
・
翌

西
田
勝
『
北
村
透
谷
の
発
展
者
と
し
て
の
田
岡
嶺
雲
』

（
方
法
の
会
、
昭
別
．
ｌ
）
昭
別
・
５
に
改
訂
版

岡
林
清
水
・
高
橋
正
・
木
戸
昭
平
・
別
役
佳
代
『
田
岡
嶺

雲
Ｉ
田
箱
筐
文
学
ｌ
」
壬
佐
出
版
社
、
昭
侃
・
８
．
塗

田
岡
典
夫
「
嶺
雲
と
私
』
（
岡
林
清
水
ほ
か
箸
『
田
岡
嶺
雲

ｌ
思
想
と
文
学
ｌ
」
別
冊
、
土
佐
出
版
社
、
昭
侃
・
８
．
至

野
水
ま
ゆ
み
ほ
か
「
田
岡
嶺
雲
と
そ
の
時
代
ｌ
日
清
戦
争
前

後
ｌ
』
〈
日
本
近
代
文
学
原
典
研
究
報
告
集
一
九
九
二
年
度
〉

（
法
政
大
学
大
学
院
西
田
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
、
平
５
．
３
．
型

高
橋
正
『
田
岡
嶺
雲
」
〈
高
知
市
立
自
由
民
権
記
念
館
友

の
会
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
恥
３
〉
（
高
知
市
立
自
由
民
権
記
念
館

１
単
行
本

友
の
会
、
平
６
．
７
．
１
）

タ
グ
マ
ー
ラ
・
パ
ー
ブ
ロ
ブ
ナ
・
ブ
ガ
ー
エ
ワ
『
近
代
日
本

の
先
駆
的
啓
蒙
家
た
ち
ｌ
福
沢
諭
吉
・
植
木
枝
盛
・
徳
富
蘇

峰
・
北
村
透
谷
・
田
岡
嶺
雲
ｌ
』
（
平
和
文
化
、
平
８
．

川
・
妬
）
亀
井
博
訳

岡
林
清
水
・
高
橋
正
・
別
役
佳
代
『
田
岡
嶺
雲
ｌ
思
想
と

文
学
ｌ
』
王
佐
倶
楽
部
社
、
平
岨
・
川
・
哩
昭
腿
・
８

土
佐
出
版
社
刊
の
新
装
版
。
木
戸
昭
平
「
嶺
雲
を
め
ぐ
る

２

人
々
」
を
除
く
２３

高
知
県
立
文
学
館
編
「
土
佐
の
反
骨
・
田
岡
嶺
雲
」
〈
企
画
一

展
図
録
〉
（
高
知
県
立
文
学
館
、
平
阻
・
皿
・
至

高
知
県
立
文
学
館
編
『
流
風
余
韻
』
〈
高
知
県
立
文
学
館
講

演
記
録
〉
第
３
集
（
高
知
県
立
文
学
館
、
平
Ｍ
・
３
．
型

〈
二
○
○
○
年
特
別
展
「
土
佐
の
反
骨
田
岡
嶺
雲
」
関
連
国

際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
田
岡
嶺
雲
と
現
代
」
〉
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す
き
が
へ
し

Ⅷ
笹
川
臨
風
学
友
、
僚
友
、
其
他
（
「
明
治
還
魂
紙
」
亜
細
亜

社
、
昭
別
・
６
）

明
長
谷
川
泉
日
本
近
代
文
学
史
素
描
（
「
国
語
と
国
文
学
」
第

恥
巻
第
４
号
、
昭
別
・
４
）

剛
山
田
竹
系
田
岡
嶺
雲
含
近
代
四
国
人
物
夜
話
』
四
国
郷
士

史
研
究
会
、
昭
恥
・
４
）

剛
家
永
三
郎
田
岡
嶺
雲
ｌ
忘
れ
ら
れ
た
思
想
家
の
一
人
ｌ
〈
人

物
素
描
〉
（
「
日
本
歴
史
」
第
妬
号
、
昭
〃
・
２
）

西
田
勝
日
本
反
戦
文
学
の
前
駆
者
た
ち
（
「
新
日
本
文
学
」

第
７
巻
第
５
号
、
昭
〃
・
５
）
↓
『
日
本
革
命
文
学
の
展
望
』

誠
信
書
房
、
昭
羽
・
２
。
『
近
代
文
学
の
発
掘
』
法
政
大
学

西
田
勝
田
岡
嶺
雲
論
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
へ
の
対
決
に
つ

い
て
（
「
新
日
本
文
学
」
第
７
巻
第
Ⅲ
号
、
昭
〃
．
Ⅱ
）

西
田
勝
愛
国
者
田
岡
嶺
雲
の
生
涯
（
「
歴
史
評
論
」
第
仙

号
、
昭
〃
．
Ⅲ
）
↓
「
近
代
文
学
の
潜
勢
力
」
八
木
書
店
、

出
版
局
、
昭
蛆

２
新
聞
・
雑
誌
・
単
行
本
等
所
収
論
文

8

昭
鳴
・
５

冊
福
田
清
人
日
本
文
学
紀
行
山
陽
地
方
（
「
日
本
読
書
新
聞
」

昭
路
．
７
．
６
）

安
成
二
郎
田
岡
嶺
雲
の
俳
句
（
「
南
風
」
第
３
号
、
昭
朋
．

８
）

小
田
切
秀
雄
君
死
に
た
ま
う
こ
と
な
か
れ
日
本
反
戦
文
学

の
伝
統
（
「
日
本
読
書
新
聞
」
昭
路
．
９
．
７
）

西
田
勝
雑
誌
『
火
鞭
」
の
成
立
に
つ
い
て
１
人
民
的
美
の

組
織
的
追
求
の
先
駆
Ｉ
（
「
文
学
」
第
別
巻
第
Ⅲ
号
、
昭

肥
・
川
）
↓
『
日
本
革
命
文
学
の
展
望
』
誠
信
書
房
、
昭

羽
・
２

西
田
勝
解
説
（
田
岡
嶺
雲
著
『
明
治
叛
臣
伝
』
〈
青
木
文

庫
Ⅲ
〉
青
木
書
店
、
昭
朋
．
Ⅲ
）
↓
『
日
本
革
命
文
学
の
展

望
』
誠
信
書
房
、
昭
羽
・
２
。
『
近
代
文
学
の
発
掘
』
法
政

大
学
出
版
局
、
昭
侶
・
８

家
永
三
郎
田
岡
嶺
雲
著
『
明
治
叛
臣
伝
」
〈
書
評
〉
（
「
日
本

読
書
新
聞
」
昭
路
・
皿
・
９
）

家
永
三
郎
反
近
代
主
義
の
歴
史
的
考
察
亀
日
本
近
代
思
想
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史
研
究
』
東
京
大
学
出
版
会
、
昭
肥
・
皿
）

別
草
部
典
一
田
岡
嶺
雲
（
西
尾
実
・
久
松
潜
一
編
『
日
本
文
学

辞
典
」
学
生
社
、
昭
釣
・
３
）

山
本
健
吉
「
四
国
」
の
巻
（
「
現
代
文
学
風
土
記
』
河
出
書

房
、
昭
別
・
４
）

Ｉ
新
し
い
胎
動
ｌ
社
会
小
説
・
社
会
主
義
的
文
学
ｌ

／
浪
漫
主
義
の
分
裂
ｌ
樗
牛
と
嶺
雲
Ｉ
（
日
本
現
代
文
学
史

研
究
会
編
「
日
本
の
現
代
文
学
史
」
三
一
書
房
、
昭
羽
・
４
）

友
野
代
三
青
年
文
（
久
松
潜
一
・
吉
田
精
一
編
『
近
代
日
本

文
学
辞
典
』
東
京
堂
出
版
、
昭
別
・
５
）

西
田
勝
田
岡
嶺
雲
（
同
右
）

＊
小
田
切
秀
雄
明
治
文
学
の
人
民
的
動
向
〈
近
代
日
本
の
断
面

３
，
４
〉
（
「
日
本
読
書
新
聞
」
昭
別
・
５
．
３
、
Ⅲ
）

堺
利
彦
日
本
社
会
主
義
運
動
史
話
（
「
日
本
社
会
主
義
運

動
史
」
〈
日
本
近
代
史
叢
書
７
〉
河
出
書
房
、
昭
羽
・
７
）

林
茂
・
隅
谷
三
喜
男
解
題
（
幸
徳
秋
水
著
「
基
督
抹
殺
論
」

〈
岩
波
文
庫
〉
岩
波
書
店
、
昭
羽
・
９
）
「
最
後
の
別
れ
を
懐

ふ
」
を
収
録

谷
龍
太
郎
田
岡
嶺
雲
の
筆
禍
事
件
（
社
史
編
蟇
委
員
会
編

『
山
陽
新
聞
七
十
五
年
史
」
山
陽
新
聞
社
、
昭
羽
．
Ⅱ
）

弱
家
永
三
郎
「
数
奇
な
る
思
想
家
の
生
涯
ｌ
田
岡
嶺
雲
の
人
と

思
想
ｌ
』
〈
岩
波
新
書
〉
（
岩
波
書
店
、
昭
刈
・
’
）
↓
「
家

永
三
郎
集
」
第
５
巻
、
岩
波
書
店
、
平
川
・
２

忘
れ
ら
れ
た
思
想
家
／
自
由
民
権
論
の
感
化
〃
／
評
壇
の
八
面

鋒
／
筆
禍
の
連
続
／
愛
情
の
悲
劇
／
／
大
陸
放
浪
／
友
情
の
世

界
／
社
会
文
学
の
提
唱
／
／
文
明
の
危
機
の
洞
察
〆
／
結
婚
制
度

に
対
す
る
批
判
／
矛
盾
せ
る
思
想
家
／
／
高
貴
な
る
失
敗
者

西
田
勝
田
岡
嶺
雲
と
悲
惨
小
説
１
人
民
的
コ
ー
ス
に
よ
る

国
民
文
学
創
出
の
問
題
Ｉ
（
「
明
治
大
正
文
学
研
究
」
第
賜

号
、
昭
刈
・
２
）
〈
特
集
社
会
主
義
文
学
研
究
〉

小
田
切
秀
雄
田
岡
嶺
雲
〈
近
代
日
本
の
ア
ル
バ
ム
黎
明
期

に
立
っ
た
人
第
１
期
の
旧
〉
（
「
図
書
新
聞
」
昭
刈
・
２
．

胆
）

小
田
切
秀
雄
解
説
（
蔵
原
惟
人
ほ
か
編
「
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ

ア
文
学
大
系
」
序
巻
く
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
の
母
胎
と

生
誕
〉
（
三
一
書
房
、
昭
刈
・
３
）

－324－
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平
野
謙
解
説
（
同
右
）

高
坂
正
顕
社
会
主
義
・
平
和
主
義
・
帝
国
主
義
（
開
国
百
年

記
念
文
化
事
業
会
編
「
明
治
文
化
史
」
４
〈
思
想
言
論
編
〉
、

洋
々
社
、
昭
刈
・
３
）
「
鑑
三
の
非
戦
論
と
尚
江
の
社
会
主

義
の
行
衛
附
嶺
雲
」
を
含
む
。
↓
「
明
治
思
想
史
』
〈
京
都

哲
学
撰
書
第
１
巻
〉
燈
影
舎
、
平
９
．
Ⅲ

井
上
正
蔵
有
三
・
ハ
イ
ネ
・
嶺
雲
（
「
図
書
」
第
師
号
、
昭

刈
・
４
）
↓
『
ハ
イ
ネ
序
説
』
未
来
社
、
昭
蛇
・
３

井
上
正
蔵
日
本
に
お
け
る
ハ
イ
ネ
理
解
（
「
図
書
新
聞
」
昭

刈
．
４
．
脇
）
↓
天
イ
ネ
序
説
』
未
来
社
、
昭
似
・
３

家
永
三
郎
田
岡
嶺
雲
の
「
黒
白
」
〈
紹
介
〉
（
「
文
学
」
第
路

巻
第
６
号
、
昭
刈
・
６
）
↓
「
黒
白
」
復
刻
版
、
解
説
、
名

著
刊
行
会
、
平
８
．
４

小
田
切
秀
雄
田
岡
嶺
雲
と
近
代
文
学
史
（
「
日
本
近
代
文
学

近
代
日
本
の
社
会
機
構
と
文
学
』
青
木
書
店
、
昭
刈
・
６
）

遠
山
茂
樹
家
永
三
郎
著
「
数
奇
な
る
思
想
家
の
生
涯
」
〈
書

評
〉
（
「
国
民
の
科
学
」
第
６
号
、
昭
刈
・
８
）

吉
田
精
一
文
芸
評
論
の
進
展
／
観
念
小
説
と
深
刻
小
説

（
「
自
然
主
義
の
研
究
』
上
巻
、
東
京
堂
、
昭
刈
．
Ⅱ
）

唐
沢
隆
三
「
俳
譜
数
奇
伝
」
に
つ
い
て
ｌ
嶺
雲
と
俳
句
ｌ

（
「
柳
」
第
１
巻
第
岨
号
、
昭
刈
・
岨
）

別
飯
田
鼎
家
永
三
郎
著
『
数
奇
な
る
思
想
家
の
生
涯
』

〈
書
評
〉
（
「
三
田
学
会
雑
誌
」
第
紛
巻
第
１
号
、
昭
訓
・
１
）

西
田
勝
田
岡
嶺
雲
略
年
譜
／
著
書
目
録
／
解
説
（
西
田
勝

編
『
田
岡
嶺
雲
選
集
」
〈
青
木
文
庫
刑
〉
青
木
書
店
、
昭

馴
・
２
）

村
山
芳
郎
田
岡
嶺
雲
の
こ
と
（
「
学
鐙
」
第
弱
巻
第
２
号
、

昭
訓
・
２
）

小
田
切
秀
雄
解
説
（
小
田
切
秀
雄
編
『
発
禁
作
品
集
』
北
辰

堂
、
昭
別
・
６
）
「
現
代
の
病
根
」
を
収
録

伊
藤
整
秋
声
と
田
岡
嶺
雲
の
交
は
り
（
『
日
本
文
壇
史
」

４
〈
硯
友
社
と
一
葉
の
時
代
〉
、
講
談
社
、
昭
訓
・
７
）
目

次
の
タ
イ
ト
ル
に
よ
る
。
昭
開
・
７
に
新
装
版
。
平
７
．
６

に
文
芸
文
庫
版

西
田
勝
「
青
年
文
』
〈
日
本
の
文
芸
雑
誌
〉
（
「
文
学
」
第

別
巻
第
８
号
、
昭
別
・
８
）

－325－



西
田
勝
明
治
の
社
会
主
義
文
学
（
遠
山
茂
樹
ほ
か
編
「
近

代
日
本
思
想
史
」
第
２
巻
、
青
木
書
店
、
昭
訓
・
９
）
↓

「
日
本
革
命
文
学
の
展
望
』
誠
信
書
房
、
昭
羽
・
２
。
『
近
代

文
学
の
発
掘
』
法
政
大
学
出
版
局
、
昭
囎
・
８

西
田
勝
「
天
鼓
」
〈
日
本
の
文
芸
雑
誌
〉
（
「
文
学
」
第
別

巻
第
９
号
、
昭
別
・
９
）

松
本
喜
代
子
火
鞭
（
日
本
歴
史
大
辞
典
編
集
委
員
会
編
『
日

本
歴
史
大
辞
典
』
第
４
巻
、
河
出
書
房
、
昭
別
．
Ⅱ
）

Ｗ
小
杉
放
庵
嶺
雲
処
士
（
『
故
郷
日
光
の
こ
と
守
も
』
龍
星

閣
、
昭
兜
・
３
）

家
永
三
郎
安
藤
昌
益
と
田
岡
嶺
雲
〈
歴
史
手
帖
〉
（
「
日
本
歴

史
」
第
Ⅲ
号
、
昭
塊
・
５
）

Ｉ
田
岡
嶺
雲
（
岡
山
文
学
ア
ル
バ
ム
編
集
委
員
会
編

「
岡
山
文
学
ア
ル
バ
ム
」
日
本
文
教
出
版
、
昭
胡
・
５
）
昭

娼
．
Ⅱ
に
新
版

藤
本
実
田
岡
嶺
雲
と
岡
山
（
「
岡
山
春
秋
」
第
記
号
（
第

７
巻
第
５
号
）
、
昭
犯
・
６
）

Ｉ
田
岡
嶺
雲
二
郷
士
史
を
飾
る
人
々
〔
Ｍ
〕
」
岡
山

放
送
局
、
昭
犯
・
皿
）
第
Ⅲ
回
放
送
台
本
。
謄
写
版

洲
藤
井
松
一
・
大
原
慧
火
鞭
（
渡
部
義
通
・
塩
田
庄
兵
衛
編

「
日
本
社
会
主
義
文
献
解
説
ｌ
明
治
維
新
か
ら
太
平
洋
戦
争

ま
で
ｌ
』
大
月
書
店
、
昭
銘
・
２
）

小
田
切
秀
雄
解
説
ｌ
近
代
の
文
芸
評
論
ｌ
含
現
代
文
芸
評

論
集
（
一
こ
〈
現
代
日
本
文
学
全
集
別
〉
筑
摩
書
房
、
昭

認
・
３
）
「
下
流
の
細
民
と
文
士
」
「
一
葉
女
史
の
「
に
ご
り

江
」
」
「
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
チ
ー
」
「
詩
人
と
人
道
」
「
明
治
叛
臣
伝

（
総
救
と
を
収
録

‐
年
譜
（
同
右
）

青
野
季
吉
・
臼
井
吉
見
・
唐
木
順
三
・
小
田
切
秀
雄
〈
座
談
会
〉

近
代
日
本
文
学
に
お
け
る
評
論
の
位
置
（
同
右
月
報
）

吉
田
精
一
研
究
書
目
・
参
考
文
献
ｌ
現
代
文
芸
評
論
集
（
ご

Ｉ
（
同
右
月
報
）

伊
藤
整
放
蕩
児
田
岡
嶺
雲
／
田
岡
嶺
雲
の
都
落
ち
二
日

本
文
壇
史
』
５
〈
詩
人
と
革
命
家
た
ち
〉
、
講
談
社
、
昭

調
・
４
）
目
次
の
タ
イ
ト
ル
に
よ
る
。
昭
弱
・
８
に
新
装
版
。

平
７
．
８
に
文
芸
文
庫
版
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入
交
好
脩
田
岡
嶺
雲
の
思
想
と
作
品
ｌ
そ
の
思
想
の
背
景
を

な
す
明
治
日
本
の
解
明
の
た
め
に
Ｉ
（
「
経
済
往
来
」
第
Ⅲ

巻
第
４
号
、
昭
認
・
４
）

田
岡
嶺
雲
／
青
年
文
（
片
岡
良
一
編
雷
石
波
小
辞

典
日
本
文
学
ｌ
近
代
ｌ
』
岩
波
書
店
、
昭
詔
・
６
）

家
永
三
郎
田
岡
嶺
雲
（
日
本
歴
史
大
辞
典
編
集
委
員
会
編

『
日
本
歴
史
大
辞
典
』
第
皿
巻
、
河
出
書
房
新
社
、
昭
詔
．

９
）
昭
“
・
２
に
増
補
改
訂
版
（
第
６
巻
）

後
藤
靖
田
岡
嶺
雲
（
京
都
大
学
文
学
部
国
史
研
究
室
編

『
日
本
近
代
史
辞
典
』
東
洋
経
済
新
報
社
、
昭
詔
．
Ⅱ
）

刊
有
本
芳
水
田
岡
嶺
雲
〈
お
か
や
ま
文
学
遺
跡
第
別
回
〉

（
「
お
か
や
ま
」
昭
剥
・
１
）

竹
内
実
三
代
の
中
国
見
聞
嶺
雲
、
漱
石
か
ら
元
軍
人
ま

で
（
「
側
本
読
書
新
聞
」
昭
別
・
３
．
釦
）
↓
『
日
本
人
に

と
っ
て
の
中
国
像
」
春
秋
社
、
昭
刎
・
岨

谷
村
寿
子
・
宇
都
宮
怜
子
・
遠
藤
恵
美
子
田
岡
嶺
雲
（
昭
和

女
子
大
学
近
代
文
学
研
究
室
『
近
代
文
学
研
究
叢
書
』
第
旧

巻
、
昭
和
女
子
大
学
光
葉
会
、
昭
別
・
７
）
「
著
作
年
表
」

「
資
料
年
表
」
を
含
む

奥
ノ
山
伸
医
者
の
診
た
社
会
主
義
者
た
ち
（
「
中
央
公
論
」

第
刈
年
第
略
号
、
昭
剥
．
Ⅱ
）
「
田
岡
嶺
雲
」
を
含
む

Ⅷ
丸
山
真
男
忠
誠
と
反
逆
（
小
田
切
秀
雄
編
「
近
代
日
本
思
想

史
講
座
」
第
６
巻
く
自
我
と
環
境
〉
、
筑
摩
書
房
、
昭
弱
・
２
）

安
成
二
郎
田
岡
嶺
雲
の
手
紙
（
「
南
風
」
第
別
号
、
昭
弱
・
４
）

伊
藤
整
田
岡
嶺
雲
の
入
獄
と
教
科
書
事
件
二
日
本
文
壇

史
』
６
〈
明
治
思
潮
の
転
換
期
〉
、
講
談
社
、
昭
弱
・
８
）

目
次
の
タ
イ
ト
ル
に
よ
る
。
昭
闘
・
８
に
新
装
版
。
平
７
．

岨
に
文
芸
文
庫
版

西
田
勝
田
岡
嶺
雲
（
「
国
文
学
」
第
５
巻
第
Ｂ
号
、
昭

弱
．
Ⅱ
）
〈
特
集
近
代
評
論
の
系
譜
（
第
三
〉

Ⅷ
吉
田
精
一
田
岡
嶺
雲
（
泉
井
久
之
助
ほ
か
著
「
日
本
文
学
辞

典
』
数
研
出
版
、
昭
珊
・
１
）

長
谷
川
泉
評
論
・
思
想
・
随
筆
（
木
俣
修
ほ
か
編
「
人
と
作

品
現
代
文
学
講
座
」
第
３
集
〈
明
治
編
Ⅲ
〉
、
明
治
書
院
、

昭
茄
・
７
）
「
再
評
価
さ
れ
た
田
岡
嶺
雲
」
を
含
む

猪
野
謙
二
田
岡
嶺
雲
（
同
右
）
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小
田
切
秀
雄
田
岡
嶺
雲
と
高
山
樗
牛
（
「
文
学
史
」
〈
日
本
現

代
史
大
系
〉
東
洋
経
済
新
報
社
、
昭
諦
．
Ⅱ
）
↓
『
小
田
切

秀
雄
全
集
」
８
、
勉
誠
出
版
、
平
Ⅲ
．
Ⅱ

Ⅷ
家
永
三
郎
田
岡
嶺
雲
（
「
近
代
日
本
の
思
想
家
』
〈
文
化
新
書
〉

有
信
堂
、
昭
師
・
３
）
昭
妬
・
６
に
新
版
〈
有
信
堂
叢
書
〉

天
野
敬
太
郎
田
岡
嶺
雲
〈
現
代
作
家
書
誌
案
内
川
〉
（
「
日
本

古
書
通
信
」
第
Ⅳ
巻
第
４
号
、
昭
訂
・
４
）

竹
村
義
一
田
岡
嶺
雲
（
竹
村
義
一
・
木
戸
昭
平
・
岡
林
清
水

著
『
土
佐
近
代
文
学
者
列
伝
」
〈
高
新
シ
リ
ー
ズ
５
〉
高
知

新
聞
社
、
昭
訂
・
８
）

小
田
切
秀
雄
田
岡
嶺
雲
明
治
社
会
と
の
対
立
〈
日
本
の
思

想
家
こ
の
百
年
〃
〉
（
「
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
第
４
巻
第
兇

号
、
昭
師
・
８
・
旭
）
↓
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
編
集
部
編
『
日

本
の
思
想
家
２
」
朝
日
新
聞
社
、
昭
胡
・
５
。
昭
別
・
９
に

新
版
（
朝
日
選
書
版
）
。
「
日
本
近
代
文
学
の
思
想
と
状
況
』

法
政
大
学
出
版
局
、
昭
仙
・
２

平
岡
敏
夫
田
岡
嶺
雲
（
伊
藤
整
ほ
か
編
『
鑑
賞
と
研
究
現

代
日
本
文
学
講
座
」
評
論
・
随
筆
１
〈
明
治
期
〉
、
三
省
堂
、

昭
師
・
川
）
「
詩
人
と
人
道
」
急
嶺
雲
揺
曳
」
）
を
収
録

６
１
田
岡
嶺
雲
、
筆
禍
で
下
獄
（
山
陽
新
聞
社
史
編
集

４

委
員
会
編
『
山
陽
新
聞
八
十
五
年
史
』
山
陽
新
聞
社
、
昭

釣
・
４
）

鹿
野
政
直
異
端
者
意
識
の
尖
鋭
化
二
明
治
の
思
相
と
〈
グ
リ

ー
ン
ベ
ル
ト
・
シ
リ
ー
ズ
妬
〉
筑
摩
書
房
、
昭
胡
・
７
）

＊
西
田
勝
田
岡
嶺
雲
の
逸
文
（
「
図
書
新
聞
」
昭
測
・
９
．

５
、
胆
、
岨
）
↓
「
近
代
文
学
の
潜
勢
力
」
八
木
書
店
、
昭

侶
・
５

術
江
川
文
展
田
岡
嶺
雲
の
水
戸
時
代
前
後
（
「
郷
士
文
化
」
第

６
号
、
昭
仙
・
３
）
茨
城
県
郷
士
文
化
研
究
会
発
行

小
田
切
秀
雄
「
嶺
雲
揺
曳
」
第
一
・
二
解
説
（
『
嶺
雲
揺
曳
』

〈
明
治
文
献
資
料
叢
書
社
会
主
義
篇
５
〉
明
治
文
献
、
昭

仙
・
５
）
「
嶺
雲
揺
曳
」
「
第
二
嶺
雲
揺
曳
」
の
復
刻
版
（
合
本
）

木
戸
昭
平
田
岡
嶺
雲
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
高
知
放
送
局
編
「
土
佐
路
の

は
な
し
」
Ｎ
Ｈ
Ｋ
高
知
放
送
局
、
昭
仙
・
５
）

森
銑
三
田
岡
嶺
雲
（
森
銑
三
編
『
明
治
人
物
逸
話
辞
典
』

下
巻
、
東
京
堂
出
版
、
昭
㈹
・
６
）
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小
田
切
進
解
題
（
小
田
切
進
編
「
明
治
社
会
主
義
文
学
集

（
一
こ
〈
明
治
文
学
全
集
脇
〉
（
筑
摩
書
房
、
昭
仙
・
７
）

「
嶺
雲
揺
曳
」
「
第
二
嶺
雲
揺
曳
（
抄
匡
「
現
代
の
病
根
」

「
作
家
な
ら
ざ
る
二
小
説
家
」
「
戦
抱
余
塵
」
を
収
録

小
田
切
進
編
年
譜
（
同
右
）

＊
西
田
勝
田
岡
嶺
雲
未
発
表
遺
稿
（
「
文
学
的
立
場
」
〔
第
１

次
〕
創
刊
号
、
第
９
号
、
終
刊
号
（
第
ｎ
号
）
、
昭
仙
・
７
、

虹
．
Ⅱ
、
岨
・
皿
）
「
刺
客
論
」
な
ど
計
朗
篇
を
収
録

久
保
田
芳
太
郎
火
鞭
（
「
解
釈
と
鑑
賞
」
第
刈
巻
第
旧
号
、

昭
仙
・
岨
臨
時
増
刊
号
〈
近
代
文
学
雑
誌
事
典
〉
）
↓
長
谷

川
泉
編
「
近
代
文
学
雑
誌
事
典
」
至
文
堂
、
昭
仙
．
ｌ

柳
生
四
郎
青
年
文
（
同
右
）
／
佐
藤
勝
天
鼓
（
同
右
）

宮
川
寅
雄
田
岡
嶺
雲
「
嶺
雲
揺
曳
」
〈
名
著
ｌ
そ
の
人
と
時

代
ｌ
邪
〉
（
「
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
」
第
偲
巻
第
“
号
、
昭
㈹
・

岨
・
胆
）
↓
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
編
集
部
編
「
日
本
近
代
の
名
著
」

猪
野
謙
二

毎
日
新
聞
社
、
昭
刎

大
事
典
」
明
治
書
院
、
昭
㈹

田
岡
嶺
雲
（
久
松
潜
一
ほ
か
編
「
現
代
日
本
文
学

7

Ⅱ
）

蒲
生
欣
一
郎
『
も
う
ひ
と
り
の
泉
鏡
花
視
座
を
変
え
た
文

学
論
』
（
東
美
産
業
企
画
、
昭
仙
・
岨
）

田
岡
嶺
雲
の
墓
へ
行
く
鏡
花
／
少
年
時
代
の
嶺
雲
・
土
佐
そ

し
て
鏡
花
と
の
相
似
／
過
不
足
な
き
嶺
雲
評
価
の
必
要
／
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
の
嶺
雲
の
評
論
活
動
／
嶺
雲
の
鏡
花

評
価
と
従
来
の
視
点
／
嶺
雲
と
鏡
花
の
〃
接
点
〃
を
な
が
め

る
／
嶺
雲
・
鏡
花
に
〃
屈
折
〃
と
い
う
図
式
主
義
／
嶺
雲
と

鏡
花
の
関
連
に
焦
点
を
し
ぼ
る
／
嶺
雲
の
没
日
と
鏡
花
の
没

日
も
同
じ
〔
ほ
か
〕

澗
山
田
宗
睦
解
説
（
山
田
宗
睦
編
『
戦
争
体
験
」
〈
近
代
日
本

の
名
著
９
〉
徳
間
書
店
、
昭
岨
・
４
）
「
戦
抱
余
塵
」
を
収
録

西
田
勝
田
岡
嶺
雲
の
大
学
自
由
論
（
「
世
界
」
第
州
号
、

昭
刎
・
５
）
未
発
表
遺
稿
「
学
理
に
対
す
る
政
権
の
迫
害
ｌ

教
育
上
に
於
け
る
偽
忠
君
の
弊
ｌ
」
の
解
説
。
↓
『
近
代
文

学
の
潜
勢
力
」
八
木
書
店
、
昭
鳴
・
５

＊
吉
田
精
一
田
岡
嶺
雲
〈
評
論
の
系
譜
別
、
釦
〉
（
「
解
釈
と
鑑

賞
」
第
別
巻
第
７
、
８
号
、
昭
刎
・
５
，
６
）
↓
「
近
代
文

芸
評
論
史
明
治
篇
」
至
文
堂
、
昭
弱
・
４
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東
清
次
郎
草
創
期
の
論
客
田
岡
嶺
雲
の
こ
と
（
「
い
は
ら

き
」
昭
岨
・
７
．
２
）

猪
野
謙
二
明
治
の
精
神
と
そ
の
終
焉
ｌ
田
岡
嶺
雲
と
森
鴎
外

と
を
中
心
に
Ｉ
（
「
明
治
の
作
家
』
岩
波
書
店
、
昭
仙
．
Ⅱ
）

Ｉ
田
岡
嶺
雲
（
高
柳
光
寿
・
竹
内
理
三
編
「
角
川
日

本
史
辞
典
」
角
川
書
店
、
昭
岨
・
旧
）
昭
別
・
５
に
蔵
書
版

Ⅳ
伊
藤
整
幸
徳
秋
水
の
逮
捕
〈
日
本
文
壇
史
第
Ⅲ
回
〉

（
「
群
像
」
第
朋
巻
第
４
号
、
昭
岨
・
４
）
↓
『
日
本
文
壇
史

陥
」
講
談
社
、
昭
卿
・
７
。
昭
別
・
’
に
新
装
版
。
平
９
．

６
に
文
芸
文
庫
版

神
崎
清
解
題
（
神
崎
清
編
『
明
治
記
録
文
学
集
』
〈
明
治

文
学
全
集
恥
〉
筑
摩
書
房
、
昭
蛇
・
９
）
「
数
奇
伝
」
を
収
録

熊
谷
元
宏
「
明
治
叛
臣
伝
」
の
復
刻
に
あ
た
っ
て
／
明
治
叛

臣
伝
関
係
年
譜
／
田
岡
嶺
雲
略
歴
（
田
岡
嶺
雲
著
、
熊
谷

元
宏
編
「
明
治
叛
臣
伝
ｌ
自
由
民
権
の
先
駆
者
た
ち
ｌ
』
大

勢
新
聞
社
、
昭
岨
・
９
）

和
田
茂
樹
「
四
国
文
学
」
と
田
岡
嶺
雲
今
愛
文
」
第
６
号
、

昭
岨
・
胆
）

冊
前
田
愛
「
青
年
文
」
（
伊
藤
整
ほ
か
編
「
新
潮
日
本
文
学

小
辞
典
』
新
潮
社
、
昭
娼
・
１
）
↓
磯
田
光
一
ほ
か
編
『
増

補
改
訂
新
潮
日
本
文
学
辞
典
」
新
潮
社
、
昭
侃
・
１

西
田
勝
田
岡
嶺
雲
（
同
右
）
↓
磯
田
光
一
ほ
か
編
「
増
補

改
訂
新
潮
日
本
文
学
辞
典
」
新
潮
社
、
昭
㈹
．
ｌ

瀬
尾
幹
夫
田
岡
嶺
雲
の
思
想
（
「
文
芸
研
究
」
第
肥
集
、
昭

鳴
・
２
）

山
田
真
津
夫
明
治
反
権
力
思
想
家
の
思
想
構
造
ｌ
田
岡
嶺
雲

小
論
ｌ
〈
研
究
ノ
ー
ト
〉
（
「
東
京
経
大
学
会
誌
」
第
師
号
、

昭
鳴
・
３
）

谷
川
健
一
青
春
の
自
画
像
ｌ
変
化
し
た
も
の
の
総
和
（
谷
川

健
一
編
「
わ
が
青
春
の
と
き
ｌ
自
伝
と
回
想
」
〈
青
春
の
記

録
８
〉
解
説
、
三
一
書
房
、
昭
鳴
・
４
）
「
数
奇
伝
（
抄
）
」

を
収
録
。
昭
姐
・
６
に
新
装
版

Ｉ
田
岡
嶺
雲
（
伊
藤
整
編
『
文
士
の
筆
跡
」
第
１
巻

く
作
家
篇
Ｉ
〉
、
二
玄
社
、
昭
鳴
・
５
）

Ｉ
不
霧
の
思
想
家
田
岡
嶺
雲
近
代
文
明
へ
の
犀

利
な
批
判
（
「
日
本
読
書
新
聞
」
昭
鳴
・
皿
・
空
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稲
垣
達
郎
作
品
解
説
（
伊
藤
整
ほ
か
編
『
明
治
思
想
家
集
』

〈
日
本
現
代
文
学
全
集
過
〉
講
談
社
、
昭
鳴
・
岨
）
昭
閃
．

５
に
増
補
改
訂
版
。
「
嶺
雲
揺
曳
（
抄
こ
「
第
二
嶺
雲
揺
曳

（
抄
と
を
収
録

長
谷
川
泉
明
治
思
想
家
入
門
（
同
右
）
〆
／
川
合
道
雄
田

岡
嶺
雲
年
譜
（
同
右
）
〆
／
川
合
道
雄
田
岡
嶺
雲
参
考
文
献

（
同
右
）

棚
橋
詰
延
寿
田
岡
嶺
雲
誕
生
地
〈
旭
地
区
〉
含
高
知
市
史
跡
め

ぐ
り
』
高
知
市
観
光
協
会
、
昭
“
・
１
）

重
松
泰
雄
近
代
批
評
の
萌
芽
（
全
国
大
学
国
語
国
文
学
会
監

修
『
講
座
日
本
文
学
」
９
〈
近
代
編
Ｉ
〉
、
三
省
堂
、
昭

“
・
４
）
「
嶺
雲
と
樗
牛
」
を
含
む

西
田
勝
冷
遇
さ
れ
た
資
料
田
岡
嶺
雲
全
集
と
取
組
ん
で

思
っ
た
こ
と
（
「
日
本
古
書
通
信
」
第
剥
巻
第
５
号
、
昭

“
・
５
）
↓
「
近
代
文
学
の
潜
勢
力
』
八
木
書
店
、
昭
侶
．

神
崎5黒

裁
判
〉

主
月

ｂ
Ｗ
〃
４
８

刑
法
第
七
十
三
条
二
革
命
伝
説
』
３
〈
こ
の
闇

芳
賀
書
店
、
昭
“
・
７
）
昭
馳
・
３
に
あ
ゆ
み

出
版
（
『
大
逆
事
件
幸
徳
秋
水
と
明
治
天
皇
』
３
）
版

小
田
切
秀
雄
監
修
者
の
言
葉
（
「
田
岡
嶺
雲
全
集
』
内
容
見

本
、
法
政
大
学
出
版
局
、
昭
“
．
Ⅱ
）

中
野
重
治
嶺
雲
全
集
を
迎
え
る
〈
推
薦
の
言
葉
〉
↓
「
中

野
重
治
全
集
』
第
陥
巻
、
筑
摩
書
房
、
昭
駆
・
７
／
遠
山
茂

樹
た
ぐ
い
稀
な
反
骨
の
気
晩
〔
以
下
、
推
薦
の
言
葉
〕
／
／

柳
田
泉
嶺
雲
の
徒
と
な
れ
↑
／
色
川
大
吉
西
田
編
集
に

期
待
す
る
／
吉
田
精
一
嶺
雲
も
瞑
す
る
／
猪
野
謙
二
土

着
の
革
命
思
想

西
田
勝
編
注
／
解
題
（
西
田
勝
編
『
田
岡
嶺
雲
全
集
』
第

５
巻
〈
記
録
・
伝
記
〉
、
法
政
大
学
出
版
局
、
昭
“
．
Ⅱ
）

宮
川
寅
雄
私
の
嶺
雲
〔
同
右
附
録
、
以
下
同
じ
〕
／
杉
浦

明
平
「
数
奇
伝
」
の
ユ
ニ
ー
ク
さ
／
家
永
三
郎
田
岡
嶺

雲
の
裁
判
批
判
／
竹
内
実
田
岡
嶺
雲
と
中
国

東
清
次
郎
田
岡
嶺
雲
と
水
戸
／
晩
年
の
田
岡
嶺
雲
（
『
嬬
絃

記
東
白
蘋
遺
稿
集
』
週
刊
て
ん
お
ん
編
集
部
、
昭
“
・
皿
）

Ⅶ
奥
平
康
弘
田
岡
嶺
雲
と
新
聞
（
「
図
書
新
聞
」
昭
妬
・
１
．

１
）
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鹿
野
政
直
西
田
勝
編
「
田
岡
嶺
雲
全
集
」
第
５
巻
く
書
評
〉

（
「
日
本
読
書
新
聞
」
昭
妬
．
ｌ
・
旧
）

家
永
三
郎
「
田
岡
嶺
雲
令
集
」
発
刊
の
意
義
（
「
文
学
」
第

銘
巻
第
２
号
、
昭
妬
・
２
）

大
岩
徳
二
津
山
を
め
ぐ
っ
て
（
「
岡
山
文
学
風
土
記
」
〈
岡
山

文
庫
認
〉
日
本
文
教
出
版
、
昭
妬
・
９
）
「
田
岡
嶺
雲
の
来

任
」
を
含
む

列
西
田
勝
出
岡
嶺
雲
の
書
簡
（
「
日
本
近
代
文
学
館
」
第
１

号
、
昭
輔
・
５
）
↓
「
近
代
文
学
閑
談
』
三
一
書
房
、
平

４
．
吃

西
田
勝
個
人
全
集
と
校
訂
権
（
「
図
書
新
聞
」
昭
輔
・
６
・

恥
）
↓
「
近
代
文
学
の
潜
勢
力
』
八
木
書
店
、
昭
囎
・
５

神
崎
清
刑
法
第
七
十
三
条
の
罪
（
『
実
録
幸
徳
秋
水
』
読

売
新
聞
社
、
昭
輔
．
Ⅱ
）

Ｉ
田
岡
嶺
雲
（
高
知
県
人
名
事
典
編
集
委
員
会
編

『
高
知
県
人
名
事
典
」
高
知
市
民
図
書
館
、
昭
妬
・
岨
）

朔
佐
藤
勝
田
岡
嶺
雲
年
譜
〆
／
／
著
作
目
録
二
幸
徳
秋
水
・
堺

枯
川
・
田
岡
嶺
雲
・
大
杉
栄
・
荒
畑
寒
村
・
河
上
肇
集
』

〈
現
代
日
本
文
学
大
系
躯
〉
筑
摩
書
房
、
昭
岬
・
２
）
「
明
治

叛
臣
伝
」
「
悪
魔
的
文
明
」
を
収
録

小
田
切
秀
雄
出
岡
嶺
雲
の
新
し
さ
（
同
右
月
報
）
／
／
谷
沢

永
一
幸
徳
秋
水
・
堺
枯
川
・
田
岡
嶺
雲
・
大
杉
栄
・
荒
畑

寒
村
・
河
上
肇
研
究
案
内
（
同
右
月
報
）

陳
舜
臣
田
岡
嶺
雲
と
嘉
納
治
五
郎
〈
近
代
日
本
と
中
国
５
〉

（
「
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
第
Ⅲ
巻
第
６
号
、
昭
岬
・
２
．
Ⅱ
）

↓
「
日
本
的
中
国
的
』
徳
間
書
店
、
昭
Ⅳ
・
４
・
竹
内

好
・
橋
川
文
三
編
『
近
代
日
本
と
中
国
』
上
〈
朝
日
選
書
脇
〉

朝
日
新
聞
社
、
昭
囎
・
６

口
田
岡
嶺
雲
の
悲
恋
「
粋
月
」
に
ま
つ
わ
る
思
い

出
〈
町
を
変
え
る
土
手
線
の
道
路
改
修
６
〉
（
「
津
山
朝
日
新

聞
」
昭
岬
・
２
．
ｕ
夕
刊
）
〈
新
聞
記
事
〉

森
銑
三
文
人
田
岡
嶺
雲
の
本
領
（
「
歴
史
と
人
物
」
第
２

年
第
３
号
、
昭
岬
・
３
）
〈
特
集
明
治
硬
派
の
文
人
た
ち
〉

↓
『
明
治
人
物
閑
話
』
中
央
公
論
社
、
昭
師
・
９
。
『
森
銑

三
著
作
集
続
編
』
第
５
巻
、
中
央
公
論
社
、
平
５
．
６

稲
垣
達
郎
総
説
（
稲
垣
達
郎
・
佐
藤
勝
編
『
近
代
文
学
評
論
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大
系
』
第
２
巻
く
明
治
期
Ⅱ
〉
、
角
川
書
店
、
昭
卿
・
６
）

「
下
流
の
細
民
と
文
士
」
「
写
実
主
義
の
根
本
的
謬
想
」
「
写

実
主
義
の
根
本
的
謬
想
と
は
何
ぞ
や
と
は
何
ぞ
や
」
「
現
代

思
想
の
暗
潮
」
「
作
家
な
ら
ざ
る
二
小
説
家
」
を
収
録

佐
藤
勝
解
題
（
同
右
）

西
田
勝
田
岡
嶺
雲
の
天
皇
制
観
（
「
歴
史
と
人
物
」
第
２

年
第
７
号
、
昭
岬
・
７
）
↓
『
近
代
文
学
の
潜
勢
力
」
八
木

書
店
、
昭
侶
・
５

山
田
貞
光
田
岡
嶺
雲
（
「
解
釈
と
鑑
賞
」
第
師
巻
第
Ⅲ
号
、

昭
卿
・
８
）
〈
特
集
日
清
・
日
露
戦
後
の
文
学
〉

川
副
国
基
解
説
／
注
釈
／
／
筆
者
略
伝
二
近
代
評
論
集
Ｉ
」

〈
日
本
近
代
文
学
大
系
師
〉
角
川
書
店
、
昭
〃
・
９
）
「
小
説

と
社
会
の
隠
微
」
を
収
録

森
長
英
三
郎
解
説
（
幸
徳
秋
水
全
集
編
集
委
員
会
編
「
幸
徳

秋
水
全
集
」
別
巻
１
、
明
治
文
献
、
昭
灯
．
Ⅲ
）
「
数
奇
伝

（
抄
と
を
収
録

松
本
健
一
田
岡
嶺
雲
と
森
知
幾
ｌ
内
村
鑑
三
の
二
人
の
弟
子

と
近
代
日
本
（
「
孤
島
コ
ン
ミ
ュ
ー
ン
論
』
現
代
評
論
社
、

昭
岬
・
Ⅱ
）

刊
西
田
勝
編
注
／
解
題
（
西
田
勝
編
「
田
岡
嶺
雲
全
集
』
第

１
巻
〈
評
論
及
び
感
想
１
〉
、
法
政
大
学
出
版
局
、
昭
囎
・
２
）

小
田
切
秀
雄
嶺
雲
評
伝
史
上
の
「
暗
黒
期
」
の
な
か
で

〔
同
右
附
録
、
以
下
同
じ
〕
↓
「
社
会
文
学
・
社
会
主
義
文

学
研
究
」
勁
草
書
房
、
平
２
．
１
〃
井
上
正
蔵
嶺
雲
の
ハ

イ
ネ
像
綴
広
末
保
田
岡
嶺
雲
に
お
け
る
芭
蕉
と
近
松
↓

『
近
世
文
学
に
と
っ
て
の
俗
」
〈
広
末
保
著
作
集
第
Ⅱ
巻
〉
影

書
房
、
平
旧
・
３
／
中
村
嘉
弘
嶺
雲
と
蘇
執
の
評
伝

岡
林
清
水
田
岡
嶺
雲
文
学
の
浪
漫
性
亀
自
由
民
権
運
動
文

学
の
研
究
」
高
知
市
民
図
書
館
、
昭
蝸
・
３
）
昭
侃
．
ｌ
に

土
佐
史
談
会
か
ら
増
補
改
訂
版

西
田
勝
嶺
雲
・
愛
山
論
争
の
意
味
（
「
法
政
大
学
文
学
部

紀
要
」
恥
肥
、
昭
囎
・
３
）

大
久
保
利
謙
解
説
（
「
近
代
社
会
文
学
集
」
〈
日
本
近
代
文
学

大
系
別
〉
角
川
書
店
、
昭
蝸
・
４
）
「
嶺
雲
揺
曳
（
抄
）
」
を

収
録

山
田
博
光
注
釈
／
略
伝
？
／
参
考
文
献
（
同
右
）
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杉
浦
明
平
西
田
勝
編
「
田
岡
嶺
雲
全
集
』
第
１
巻
く
書
評
〉

（
「
日
本
読
書
新
聞
」
昭
蛆
・
４
．
恥
）

佐
藤
勝
田
岡
嶺
雲
（
相
賀
徹
夫
編
「
万
有
百
科
事
典
」
１

〈
文
学
〉
、
小
学
館
、
昭
鳴
・
８
）

瀬
沼
茂
樹
田
岡
嶺
雲
の
死
〈
日
本
文
壇
史
第
捌
回
〉
（
「
群

像
」
第
邪
巻
第
Ⅱ
号
、
昭
侶
．
Ⅱ
）
↓
「
日
本
文
壇
史
飢
」

講
談
社
、
昭
弱
・
２

別
室
伏
勇
田
岡
嶺
雲
と
水
戸
（
室
伏
勇
著
、
茨
城
新
聞
社
編

『
文
学
の
ふ
る
さ
と
」
〈
茨
城
の
こ
こ
ろ
〉
昭
和
害
院
、
昭

紛
．
ｌ
）

江
川
文
展
散
逸
し
た
当
時
の
論
評
（
同
右
）

森
銑
三
田
岡
嶺
雲
の
逸
文
〈
史
壇
散
策
〉
（
「
歴
史
と
人
物
」

第
４
年
第
１
号
、
昭
蛆
・
’
）
↓
「
明
治
人
物
閑
話
」
中
央

公
論
社
、
昭
師
・
９
。
「
森
銑
三
著
作
集
続
編
」
第
５
巻
、

中
央
公
論
社
、
平
５
．
６

菅
井
鳳
展
田
岡
嶺
雲
と
そ
の
時
代
ｌ
明
治
知
識
人
の
軌
跡
ｌ

（
上
）
〈
研
究
ノ
ー
ト
〉
（
「
愛
泉
女
子
短
期
大
学
紀
要
」
第
９

号
、
昭
紛
・
３
）

西
田
勝
田
岡
嶺
雲
の
反
語
（
「
歴
史
と
人
物
」
第
４
年
第

３
号
、
昭
棚
・
３
）
↓
『
近
代
文
学
閑
談
』
三
一
書
房
、
平

４
．
ｕ

ｌ
田
岡
嶺
雲
（
フ
ラ
ン
ク
．
Ｂ
・
ギ
ブ
ニ
ー
編
「
ブ

リ
タ
ニ
カ
国
際
人
百
科
事
典
小
項
目
事
典
」
４
、
デ
ィ
ビ

ー
エ
ス
・
ブ
リ
タ
ニ
カ
、
昭
⑱
・
３
）

西
田
勝
恩
人
田
岡
嶺
雲
二
鏡
花
全
集
』
巻
Ⅲ
、
月
報
、

岩
波
書
店
、
昭
⑲
・
８
）

Ｉ
南
国
的
浪
漫
性
田
岡
嶺
雲
（
高
知
新
聞
社
編

「
土
佐
の
百
人
」
高
知
新
聞
社
、
昭
蛆
・
９
）
〈
高
知
新
聞
創

刊
、
周
年
記
念
Ｐ
Ｒ
特
集
（
縮
刷
版
）
〉

冊
鈴
木
和
子
ハ
イ
ネ
（
福
田
光
治
ほ
か
編
『
欧
米
作
家
と
日
本

近
代
文
学
」
第
４
巻
く
ド
イ
ツ
篇
〉
、
教
育
出
版
セ
ン
タ
ー
、

昭
別
・
７
）
「
ハ
イ
ネ
と
嶺
雲
・
啄
木
・
鴎
外
・
樗
牛
」
を

含
む

井
上
正
蔵
日
本
に
お
け
る
ハ
イ
ネ
の
研
究
ｌ
舟
木
重
信
と
田

岡
嶺
雲
Ｉ
（
「
文
化
評
論
」
第
Ⅲ
号
、
昭
帥
・
８
）

堀
江
信
男
自
由
民
権
運
動
と
文
学
（
茨
城
県
教
育
委
員
会
．
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茨
城
文
化
団
体
連
合
編
『
茨
城
の
文
学
史
」
茨
城
県
教
育
委

員
会
・
茨
城
文
化
団
体
連
合
、
昭
別
．
Ⅲ
）

山
田
博
光
田
岡
嶺
雲
「
戦
抱
余
塵
」
（
村
松
定
孝
ほ
か
編

「
近
代
日
本
文
学
に
お
け
る
中
国
像
』
〈
有
斐
閣
選
耆
〉
有
斐

閣
、
昭
別
・
岨
）

西
田
勝
田
岡
嶺
雲
の
連
亜
論
ｌ
『
数
奇
伝
」
に
み
る
東
洋

恢
復
論
Ｉ
（
「
現
代
の
眼
」
第
陥
巻
第
Ⅱ
号
、
昭
帥
・
皿
）

西
田
勝
『
北
村
透
谷
の
発
展
者
と
し
て
の
田
岡
嶺
垂
ご

（
方
法
の
会
、
昭
別
．
ｌ
）
昭
別
・
５
に
改
訂
版

７
１
田
岡
嶺
雲
（
三
省
堂
編
修
所
編
言
ン
サ
ィ
ス
人

６

名
辞
典
日
本
編
』
三
省
堂
、
昭
別
・
３
）
↓
言
ン
サ
ィ

ス
日
本
人
名
事
典
』
改
訂
版
、
三
省
堂
、
平
２
．
４

＊
西
田
勝
田
岡
嶺
雲
の
公
害
論
〈
近
代
文
学
閑
談
〉
（
「
図
書

新
聞
」
昭
別
・
５
．
１
，
８
）
↓
「
近
代
文
学
閑
談
』
三
一

書
房
、
平
４
．
岨

岡
林
清
水
田
岡
嶺
雲
（
高
知
新
聞
社
編
「
高
知
県
百
科
事
典
』

高
知
新
聞
社
、
昭
別
・
６
）

堀
江
信
男
茨
城
の
近
代
文
学
史
二
茨
城
の
近
代
文
学
ｌ
地

方
文
学
史
の
試
み
ｌ
』
〈
笠
間
選
耆
髄
〉
笠
間
書
院
、
昭

別
・
岨
）

Ｗ
西
田
勝
田
岡
嶺
雲
の
文
学
的
予
言
力
（
「
虹
鱒
」
第
２
号
、

昭
舩
・
８
）
↓
「
近
代
文
学
閑
談
』
三
一
書
房
、
平
４
．
岨

坂
上
博
一
明
治
三
十
年
代
の
文
学
（
「
近
代
日
本
文
学
の
歴

史
」
桜
楓
社
、
昭
馳
・
９
）
「
高
山
樗
牛
と
田
岡
嶺
雲
の
活

躍
」
を
含
む

勝
間
淳
視
ハ
イ
ネ
と
嶺
雲
（
井
上
正
蔵
編
貢
イ
ネ
と
そ
の

時
代
」
朝
日
出
版
社
、
昭
駆
・
川
）
↓
貢
イ
ネ
と
そ
の
文

学
ｌ
勝
間
淳
視
遺
稿
集
ｌ
」
同
学
社
、
昭
弱
・
２

堀
江
信
男
解
説
（
堀
江
信
男
編
『
茨
城
近
代
文
学
選
集
」
Ｉ

〈
明
治
の
文
学
Ｊ
常
陽
新
聞
社
、
昭
馳
・
岨
）
「
明
治
叛
臣

伝
（
抄
こ
を
収
録

西
田
勝
田
岡
嶺
雲
（
日
本
近
代
文
学
館
編
「
日
本
近
代
文

学
大
事
典
」
第
２
巻
、
講
談
社
、
昭
舩
．
Ⅱ
）

西
田
勝
「
火
鞭
」
／
「
青
年
文
」
／
「
天
鼓
」
（
日
本
近

代
文
学
館
編
「
日
本
近
代
文
学
大
事
典
』
第
５
巻
、
講
談
社
、

昭
馳
．
Ⅱ
）
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松
本
三
之
介
解
説
（
松
本
三
之
介
編
『
明
治
思
想
集
Ⅱ
』

〈
近
代
日
本
思
想
大
系
別
〉
筑
摩
書
房
、
昭
駆
・
皿
）
「
嶺
雲

揺
曳
（
抄
こ
「
第
二
嶺
雲
揺
曳
（
抄
と
を
収
録
。
「
参
考
文

献
」
「
年
表
」
「
著
者
略
歴
」
を
付
す

三
浦
叶
田
岡
嶺
雲
と
そ
の
漢
学
論
（
「
就
実
論
叢
」
第
７

号
、
昭
馳
・
皿
）
↓
「
明
治
の
漢
学
」
汲
古
書
院
、
平
川
・
５

冊
安
藤
裕
治
浪
漫
的
文
学
者
・
田
岡
嶺
雲
（
高
知
青
年
会
議
所

指
導
力
開
発
委
員
会
編
『
先
人
の
さ
け
び
明
日
の
指
導
者

の
た
め
に
』
高
知
青
年
会
議
所
、
昭
弱
・
９
）

勝
間
淳
視
ハ
イ
ネ
と
嶺
雲
〔
再
録
〕
／
明
治
の
日
本
と
鴎

外
・
嶺
雲
の
ハ
イ
ネ
受
容
（
勝
間
淳
視
遺
稿
集
刊
行
会
編

『
ハ
イ
ネ
と
そ
の
文
学
ｌ
勝
間
淳
視
遺
稿
集
ｌ
』
同
学
社
、

昭
開
・
２
）

井
上
正
蔵
淳
視
揺
曳
ｌ
ハ
イ
ネ
と
嶺
雲
を
め
ぐ
っ
て
ｌ

（
同
右
）
／
／
可
知
正
孝
勝
間
淳
視
の
ハ
イ
ネ
研
究
に
つ
い

て
ｌ
ア
ッ
タ
・
ト
ロ
ル
、
ベ
ル
ネ
、
嶺
雲
、
タ
ン
ホ
イ
ザ
ー

Ｉ
（
同
右
）

可
知
正
孝
勝
間
淳
視
遺
稿
集
寅
イ
ネ
と
そ
の
文
学
』
に
つ

い
て
ｌ
遺
稿
、
ヘ
ッ
セ
、
嶺
雲
、
追
悼
論
文
Ｉ
（
冒
呉
閏
邑
の

（
ラ
テ
ル
ネ
）
」
第
仙
号
、
昭
開
・
９
）
↓
『
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ

ン
の
森
』
烏
影
社
、
平
Ｍ
・
岨

小
田
切
秀
雄
田
岡
嶺
雲
二
明
治
・
大
正
の
作
家
た
ち
Ｉ
』

〈
レ
グ
ル
ス
文
庫
Ⅲ
〉
第
三
文
明
社
、
昭
弱
・
皿
）
↓
『
小

田
切
秀
雄
全
集
」
胆
、
勉
誠
出
版
、
平
岨
．
Ⅱ

Ⅷ
西
田
勝
宮
嶋
資
夫
の
中
の
田
岡
嶺
雲
（
「
大
正
労
働
文
学

研
究
」
第
２
号
、
昭
別
・
５
）

別
ブ
ガ
ー
エ
ワ
、
松
山
信
洋
訳
田
岡
嶺
雲
ｌ
忘
れ
ら
れ
た
思
想

家
〈
資
料
紹
介
〉
（
「
日
本
文
学
論
叢
」
第
９
号
、
昭
開
・
川
）

江
藤
恭
二
田
岡
嶺
雲
の
ハ
イ
ネ
諭
〈
ワ
イ
マ
ー
ル
精
神
の
摂

取
者
た
ち
ド
イ
ツ
文
化
と
日
本
人
３
〉
（
「
中
日
新
聞
」
昭

弱
・
岨
．
ｌ
夕
刊
）

別
平
尾
道
雄
自
由
と
民
権
（
「
青
年
の
風
雪
」
〈
高
新
ふ
る
さ
と

文
庫
２
〉
高
知
新
聞
社
、
昭
恥
・
１
）

田
岡
典
夫
博
浪
抄
亀
と
と
ま
じ
り
文
壇
片
隅
四
十
年
』

平
凡
社
、
昭
茄
・
２
）

Ｉ
田
岡
嶺
雲
（
三
好
行
雄
・
浅
井
清
編
『
近
代
日
本
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文
学
小
辞
典
」
有
斐
閣
、
昭
恥
・
２
）

家
永
三
郎
田
岡
嶺
雲
（
下
中
邦
彦
編
『
世
界
大
百
科
事
曲
旦

旧
、
平
凡
社
、
昭
訪
・
４
）

立
花
雄
一
底
辺
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
と
日
清
戦
後
文
学
（
『
明

治
下
層
記
録
文
学
」
創
樹
社
、
昭
茄
・
４
）
「
田
岡
嶺
雲
と

底
辺
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
」
を
含
む
。
平
Ｍ
・
５
に
増
補
改
訂

版
（
ち
く
ま
学
芸
文
庫
）

伊
東
勉
田
岡
嶺
雲
の
ハ
イ
ネ
論
（
「
文
学
的
立
場
」
〔
第
３

次
〕
第
４
号
、
昭
開
・
７
）

Ⅷ
菊
地
昌
典
非
凡
人
と
凡
人
の
「
自
伝
」
（
佐
伯
彰
一
・
鹿
野

政
直
監
修
『
田
岡
嶺
雲
・
長
谷
川
如
是
閑
」
〈
日
本
人
の
自

伝
４
〉
解
説
、
平
凡
社
、
昭
印
・
５
）
「
数
奇
伝
」
を
収
録

Ｉ
田
岡
嶺
雲
略
年
譜
（
同
右
）

尾
崎
秀
樹
解
説
（
田
中
貢
太
郎
著
重
貝
太
郎
見
聞
録
』
〈
中

公
文
庫
〉
中
央
公
論
社
、
昭
印
・
６
）

野
田
宇
太
郎
津
山
と
鶴
山
含
野
田
宇
太
郎
文
学
散
歩
』
第

別
巻
上
〈
山
陽
文
学
散
歩
〉
、
文
一
総
合
出
版
、
昭
師
・
７
）

「
中
学
校
教
師
田
岡
嶺
雲
の
恋
」
を
含
む

浦
田
義
和
田
岡
嶺
雲
（
谷
山
茂
編
「
日
本
文
学
史
辞
典
」
京

都
書
房
、
昭
師
・
９
）

＊
田
岡
典
夫
嶺
雲
と
私
（
「
高
知
新
聞
」
昭
印
・
９
．
皿
～
羽

朝
刊
）
ｕ
回
連
載
。

口
頭
試
問
の
席
で
／
篤
学
の
人
／
文
筆
こ
そ
生
命
／
イ
ゴ
ッ

ソ
ウ
精
神
／
数
奇
の
生
涯
／
実
母
と
養
母
／
蔵
書
の
整
理
／

デ
リ
カ
シ
ー
／
高
台
の
二
階
屋
／
叛
逆
の
精
神
／
博
浪
沙

的
／
あ
る
記
憶
。
↓
『
嶺
雲
と
私
」
〈
「
田
岡
嶺
雲
ｌ
思
想
と

文
学
ｌ
』
別
冊
〉
土
佐
出
版
社
、
昭
舵
・
８

平
岡
敏
夫
田
岡
嶺
雲
（
平
凡
社
教
育
産
業
セ
ン
タ
ー
編
「
日

本
文
学
事
典
』
平
凡
社
、
昭
師
・
９
）

三
浦
叶
高
青
邸
・
魏
勺
庭
と
明
治
の
文
人
（
「
就
実
語
文
」

第
３
号
、
昭
印
．
Ⅱ
）
↓
「
明
治
漢
文
学
史
』
汲
古
書
院
、

平
Ⅲ
・
６

州
山
本
遣
太
郎
田
岡
嶺
雲
二
岡
山
の
文
学
ア
ル
バ
ム
』
〈
岡
山

文
庫
〉
日
本
文
教
出
版
、
昭
肥
・
２
）

Ｉ
田
岡
嶺
雲
（
平
凡
社
《
日
本
史
事
典
》
編
集
部
編

「
日
本
史
事
典
」
平
凡
社
、
昭
開
・
３
）
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吉
原
広
明
「
嶺
雲
揺
曳
」
（
安
在
邦
夫
ほ
か
著
「
明
治
・
大

正
・
昭
和
の
名
著
総
解
説
』
自
由
国
民
社
、
昭
邪
・
６
）

渡
辺
一
考
鏡
花
論
集
成
解
題
（
谷
沢
永
一
・
渡
辺
一
考
編

『
鏡
花
論
集
成
」
立
風
書
房
、
昭
開
・
９
）
「
化
烏
」
「
鏡
花

の
近
業
」
を
収
録

西
田
勝
田
岡
嶺
雲
の
女
性
解
放
論
と
堺
利
彦
の
家
庭
観
の

変
遷
ｌ
「
家
庭
雑
誌
』
を
再
読
あ
る
い
は
初
読
し
て
（
「
本

郷
だ
よ
り
」
第
２
号
、
昭
肥
・
蛆
）
↓
「
近
代
文
学
閑
談
』

三
一
書
房
、
平
４
．
皿

豊
田
穣
幸
徳
秋
水
逮
捕
の
状
況
二
西
園
寺
公
望
と
明
治

大
帝
崩
御
」
〈
明
治
・
大
正
の
宰
相
第
５
巻
〉
講
談
社
、
昭

開
・
岨
）
第
４
章
「
幸
徳
秋
水
と
大
逆
事
件
」
の
う
ち

別
酒
井
英
行
正
宗
白
鳥
「
漱
石
と
柳
村
」
、
田
岡
嶺
雲
「
作
家

な
ら
ざ
る
二
小
説
家
」
、
「
本
誌
前
号
の
評
」
（
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」

明
銘
・
５
）
（
「
解
釈
と
鑑
賞
」
第
棚
巻
第
Ｅ
号
、
昭
開
・
型

〈
特
集
Ⅱ
新
・
夏
目
漱
石
研
究
図
書
館
〉

＊
須
川
照
一
王
国
維
と
田
岡
嶺
雲
（
「
東
方
」
第
妬
～
卿
号
、

昭
開
・
皿
～
帥
・
２
）

別
役
佳
代
森
近
運
平
が
関
わ
っ
た
高
知
喋
人
ｌ
田
岡
嶺
雲
ｌ

〈
人
物
誌
〉
（
「
史
談
い
ば
ら
」
第
旧
号
、
昭
弱
・
胆
）

閥
荻
野
富
士
夫
解
題
（
堺
利
彦
ほ
か
著
「
復
刻
版
売
文
集
』

不
二
出
版
、
昭
帥
・
３
）
「
人
間
の
生
活
を
兇
ふ
」
を
収
録

Ｉ
学
問
と
文
化
（
岡
山
県
史
編
慕
委
員
会
編
『
岡
山

県
史
」
第
岨
巻
く
近
代
１
〉
、
岡
山
県
、
昭
帥
・
３
）
第
７

章
「
明
治
後
期
の
教
育
と
文
化
」
の
う
ち

西
田
勝
解
説
二
復
刻
版
天
鼓
」
第
２
巻
、
不
二
出
版
、

昭
帥
・
９
）

震
田
岡
嶺
雲
書
簡
〈
所
蔵
資
料
紹
介
〉
（
「
日
本
近
代

文
学
館
」
第
師
、
朋
号
、
昭
帥
・
９
、
Ⅱ
）

斎
藤
道
一
「
大
逆
事
件
」
が
始
ま
っ
た
二
大
逆
の
と
き
ｌ

ハ
レ
ー
彗
星
燃
え
て
ｌ
」
筑
摩
書
房
、
昭
㈹
．
Ⅱ
）
第
４
章

「
妖
星
は
天
空
を
灼
く
」
の
う
ち

Ｉ
田
岡
嶺
雲
（
窪
田
善
太
郎
ほ
か
「
土
佐
・
人
物
も

６

の
が
た
り
」
〈
が
い
ど
こ
う
ち
５
〉
高
知
新
聞
社
、
昭
例
・
３
）

島
田
秀
男
同
情
と
狂
熱
と
ｌ
田
岡
嶺
雲
に
お
け
る
文
芸
評
論

（
「
隣
人
」
第
３
号
、
昭
例
・
５
）
〈
特
集
明
治
の
諸
相
〉
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小
林
一
美
田
岡
嶺
雲
の
従
軍
報
道
二
義
和
団
戦
争
と
明
治

国
家
」
汲
古
書
院
、
昭
刷
・
９
）

＊
高
橋
正
資
料
解
釈
の
む
つ
か
し
さ
ｌ
田
岡
嶺
雲
の
場
合

〈
研
究
余
滴
〉
（
「
南
荒
」
第
陥
、
Ⅳ
号
、
昭
例
・
川
、
侃
・
３
）

西
田
勝
田
岡
嶺
雲
（
長
谷
川
泉
編
「
現
代
文
学
研
究
資

料
と
情
報
」
〈
「
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
」
別
冊
〉
至
文
堂
、
昭

刷
．
Ⅱ
）

竹
村
則
行
王
国
維
の
境
界
説
と
田
岡
嶺
雲
の
境
界
説
（
「
中

国
文
学
論
集
」
第
賜
号
、
昭
飢
・
岨
）

Ｗ
西
田
勝
編
注
／
解
題
（
西
田
勝
編
「
田
岡
嶺
雲
全
集
」
第

２
巻
〈
評
論
及
び
感
想
２
〉
、
法
政
大
学
出
版
局
、
昭
侃
．
ｌ
）

西
田
勝
田
岡
嶺
雲
の
女
性
解
放
論
（
「
高
知
新
聞
」
昭
舩

・
２
．
７
朝
刊
）
↓
「
近
代
文
学
閑
談
』
三
一
書
房
、
平

４
．
岨

〔
風
〕
嶺
雲
の
恋
〈
閑
人
調
〉
（
「
高
知
新
聞
」
昭
侃
．

２
．
８
朝
刊
）
〈
風
Ⅱ
別
役
佳
代
〉

〔
風
〕
嶺
雲
の
女
子
解
放
論
〈
閑
人
調
〉
（
「
高
知
新
聞
」

昭
舵
・
２
．
肥
朝
刊
）
（
風
Ⅱ
別
役
佳
代
〉

小
田
切
秀
雄
田
岡
嶺
雲
（
相
賀
徹
夫
編
「
日
本
大
百
科
全
書
』

Ｍ
、
小
学
館
、
昭
侃
・
３
）

黒
古
一
夫
田
岡
嶺
雲
の
今
日
性
（
「
文
学
時
標
」
第
６
号
、

昭
舩
・
４
）

岩
垂
弘
田
岡
嶺
雲
よ
み
が
え
る
明
治
の
思
想
家
「
女
子

解
放
は
男
子
解
放
也
」
（
「
朝
日
新
聞
」
昭
侃
・
４
．
Ⅳ
夕
刊
）

西
田
勝
田
岡
嶺
雲
と
幸
徳
秋
水
（
「
社
会
文
学
」
創
刊
号
、

昭
舵
・
６
）
〈
特
集
民
権
と
文
学
〉

Ｉ
創
刊
さ
れ
た
「
社
会
文
学
」
自
由
民
権
、
文
学

を
特
集
板
垣
、
嶺
雲
、
秋
水
ら
に
論
及
（
「
高
知
新
聞
」

昭
舩
・
６
．
別
朝
刊
）
〈
新
聞
記
事
〉

西
田
勝
編
注
／
語
注
／
解
説
／
嶺
雲
略
年
譜
（
田
岡
嶺
雲

著
、
西
田
勝
編
『
女
子
解
放
論
』
法
政
大
学
出
版
局
、
昭

舵
・
７
）

山
本
泰
三
田
岡
嶺
雲
二
土
佐
の
墓
』
そ
の
１
〈
土
佐
史
談

選
書
皿
〉
、
土
佐
史
談
会
、
昭
舩
・
７
）

＊
山
田
一
郎
月
見
草
の
女
〈
人
生
紀
行
〉
（
「
高
知
新
聞
」
昭

舩
・
７
・
田
、
別
、
〃
夕
刊
）
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嶺
雲
の
恋
を
語
る
く
し
／
月
光
浴
び
て
夢
の
中
／
満
月
の
浜

の
語
ら
い
。
↓
「
龍
馬
か
ら
の
遺
言
状
」
新
人
物
往
来
社
、

平
３
．
Ⅱ

口
田
岡
嶺
雲
に
さ
さ
げ
る
ソ
連
の
研
究
家
か
ら
著

書
と
手
紙
『
碑
を
建
て
る
会
』
（
高
知
市
）
へ
（
「
高
知
新
聞
」

昭
舩
・
７
．
妬
夕
刊
）
〈
新
聞
記
事
〉

岡
林
清
水
ほ
か
「
田
岡
嶺
雲
ｌ
思
想
と
文
学
ｌ
」
（
土
佐
出

版
社
、
昭
舵
・
８
）

岡
林
清
水
嶺
雲
の
土
佐
的
風
土
ｌ
「
数
奇
伝
」
を
め
ぐ
っ

て
ｌ
／
高
橋
正
埋
も
れ
た
思
想
家
嶺
雲
／
木
戸
昭
平
嶺

雲
を
め
ぐ
る
人
々
ｌ
『
明
治
叛
臣
伝
」
の
周
辺
か
ら
ｌ
／
別

役
佳
代
嶺
雲
の
愛
と
放
浪
の
軌
跡
／
高
橋
正
編
略
年
譜

田
岡
典
夫
『
嶺
雲
と
私
」
（
岡
林
清
水
ほ
か
著
『
田
岡
嶺
雲

ｌ
思
想
と
文
学
ｌ
」
別
冊
、
土
佐
出
版
社
、
昭
舩
・
８
）

西
田
勝
田
岡
嶺
雲
（
国
史
大
辞
典
編
集
委
員
会
編
「
国
史

大
辞
典
」
第
８
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
昭
舩
・
皿
）

高
橋
正
田
岡
嶺
雲
と
自
由
民
権
運
動
ｌ
「
数
奇
伝
』
を
め

ぐ
っ
て
Ｉ
（
「
土
佐
史
談
」
第
陥
号
、
昭
侃
．
Ⅱ
）
〈
自
由
民

権
・
三
大
事
件
建
白
運
動
一
○
○
年
記
念
号
〉

西
田
勝
岡
林
清
水
ほ
か
著
『
田
岡
嶺
雲
ｌ
思
想
と
文
学
ｌ
」

〈
書
評
〉
（
「
図
書
新
聞
」
昭
舩
．
Ⅱ
・
７
）

永
畑
道
子
西
田
勝
編
『
田
岡
嶺
雲
女
子
解
放
論
』
〈
書
評
〉

（
「
図
書
新
聞
」
昭
舩
・
Ⅱ
．
Ⅲ
）

西
田
勝
高
知
に
嶺
雲
の
記
念
碑
（
「
図
書
新
聞
」
昭
舩
．

ｕ
・
別
）

柵
堀
江
信
男
田
岡
嶺
雲
と
水
戸
二
近
代
文
学
を
担
っ
た
人
々

ｌ
茨
城
・
人
と
作
品
ｌ
」
筑
波
書
林
、
昭
闘
・
３
）

岡
利
郎
岡
林
清
水
・
高
橋
正
・
木
戸
昭
平
・
別
役
佳
代
・

田
岡
典
夫
著
『
田
岡
嶺
雲
ｌ
思
想
と
文
学
』
〈
書
評
〉
（
「
社

会
文
学
通
信
」
第
皿
号
、
昭
闘
・
４
）

嶋
岡
晨
明
治
の
〈
青
春
〉
ｌ
序
に
か
え
て
／
田
岡
嶺
雲
の

獄
中
日
記
と
幸
徳
秋
水
の
日
記
ｌ
そ
れ
ぞ
れ
の
〈
謀
叛
〉

二
明
治
・
青
春
の
夢
革
新
的
行
動
者
た
ち
の
日
記
」
〈
朝

日
選
書
剛
〉
朝
日
新
聞
社
、
昭
聞
・
７
）

高
川
ナ
ギ
サ
田
岡
嶺
雲
著
、
西
田
勝
編
「
女
子
解
放
論
』

〈
書
評
〉
（
「
社
会
文
学
」
第
２
号
、
昭
聞
・
７
）
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籾
西
田
勝
伝
統
の
「
近
代
後
」
的
再
生
ｌ
小
川
芋
銭
と
田
岡

嶺
雲
Ｉ
（
「
朝
日
新
聞
」
昭
㈹
．
Ⅱ
．
〃
夕
刊
）

＊
瀬
尾
幹
夫
田
岡
嶺
雲
の
研
究
（
「
拓
殖
大
学
論
集
ｌ
人
文
・

自
然
科
学
系
ｌ
」
第
陥
、
脱
、
Ｗ
号
、
昭
鮒
・
岨
、
平
２
．

１
、
岨
）

西
田
勝
小
川
芋
銭
と
田
岡
嶺
雲
（
「
地
球
の
一
点
か
ら
」

第
３
号
、
平
１
．
１
．
別
）

岸
陽
子
王
国
維
と
田
岡
嶺
雲
ｌ
「
人
間
訶
話
」
を
め
ぐ
っ

て
Ｉ
（
安
藤
彦
太
郎
編
「
近
代
日
本
と
中
国
ｌ
日
中
関
係
史

論
集
ｌ
生
汲
古
書
院
、
平
１
．
３
）
↓
「
中
国
知
識
人
の
百

年
』
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
平
陥
・
３

高
橋
康
雄
去
就
交
錯
／
嶺
雲
躍
々
／
壮
士
集
散
二
物
語
・

万
朝
報
黒
岩
涙
香
と
明
治
の
メ
デ
ィ
ア
人
た
ち
」
日
本
経

済
新
聞
社
、
平
１
．
５
）

Ｉ
田
岡
嶺
雲
劇
高
知
で
上
演
（
「
地
球
の
一
点
か

ら
」
第
９
．
Ⅲ
号
、
平
１
．
８
．
６
）

Ｉ
田
岡
嶺
雲
（
高
知
新
聞
社
編
『
夢
・
人
・
自
由
ｌ

土
佐
の
自
由
民
権
マ
ッ
プ
」
高
知
新
聞
社
、
平
１
．
Ⅲ
）

Ｗ
伊
東
昭
雄
解
説
ｌ
ア
ジ
ア
と
近
代
日
本
（
伊
東
昭
雄
編
著

『
ア
ジ
ア
と
近
代
日
本
反
侵
略
の
思
想
と
運
動
」
〈
思
想
の

海
へ
［
解
放
と
変
革
］
Ⅱ
〉
社
会
評
論
社
、
平
２
．
２
）

「
東
亜
の
大
同
盟
」
を
収
録

黒
古
一
夫
解
説
ｌ
思
想
の
最
前
線
で
（
黒
古
一
夫
編
著
「
思

想
の
最
前
線
で
文
学
は
予
兆
す
る
』
〈
思
想
の
海
へ
［
解

放
と
変
革
］
皿
〉
（
社
会
評
論
社
、
平
２
．
５
）
「
日
本
文
学

に
お
け
る
新
光
彩
」
「
詩
人
と
厭
世
観
」
「
下
流
の
細
民
と
文

士
」
「
文
学
上
に
お
け
る
西
欧
崇
拝
の
残
夢
」
を
収
録

森
武
司
嶺
雲
忌
俳
号
は
燗
膓
〈
土
佐
四
季
俳
句
〃
〉

（
「
高
知
新
聞
」
平
２
．
９
．
６
朝
刊
）

野
水
ま
ゆ
み
田
岡
嶺
雲
の
女
子
解
放
論
（
「
地
球
の
一
点
か

ら
」
第
恥
号
、
平
２
・
岨
・
閉
）

Ⅵ
高
橋
正
親
友
田
岡
嶺
雲
日
光
に
逝
く
二
評
伝
大
町
桂
月
」

高
知
市
民
図
書
館
、
平
３
．
３
）

Ｉ
田
岡
嶺
雲
（
新
潮
社
辞
典
編
集
部
編
「
新
潮
日
本

人
名
辞
典
」
新
潮
社
、
平
３
．
３
）

尾
崎
秀
樹
田
中
貢
太
郎
の
場
合
（
「
大
衆
文
学
研
究
」
第
別
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号
、
平
３
．
４
）
〈
特
集
代
作
の
系
譜
〉

野
水
ま
ゆ
み
田
岡
嶺
雲
の
「
女
子
解
放
論
』
（
「
虹
鱒
」
終
刊

号
（
第
８
号
）
、
平
３
．
８
）

岡
林
清
水
近
代
の
文
学
者
群
像
（
山
本
大
編
「
図
説
高
知

県
の
歴
史
」
〈
図
説
日
本
の
歴
史
胡
〉
河
出
書
房
新
社
、
平

３
．
Ⅱ
）

Ⅶ
高
島
俊
男
烏
の
将
死
な
ん
と
す
る
〈
湖
辺
漫
筆
Ⅱ
〉
（
「
月
刊

し
に
か
」
第
３
巻
第
２
号
、
平
４
．
２
）

口
佐
藤
秋
蘋
と
田
岡
嶺
雲
（
茨
城
新
聞
社
史
編
さ
ん

委
員
会
編
「
茨
城
新
聞
百
年
史
」
茨
城
新
聞
社
、
平
４
．
２
）

西
田
勝
「
嶺
雲
揺
曳
』
『
第
二
嶺
雲
揺
曳
」
解
説
（
田
岡

嶺
雲
著
「
嶺
雲
揺
曳
」
〈
近
代
文
芸
評
論
叢
書
釦
〉
日
本
図

書
セ
ン
タ
ー
、
平
４
．
３
）
「
嶺
雲
揺
曳
」
「
第
二
嶺
雲
揺
曳
」

の
復
刻
版
（
合
本
）

野
水
ま
ゆ
み
田
岡
嶺
雲
の
一
葉
観
〈
田
岡
嶺
雲
と
そ
の
時
代

１
〉
（
「
地
球
の
一
点
か
ら
」
第
妬
・
妬
号
、
平
４
．
８
．
ｍ
）

佐
藤
信
二
嶺
雲
の
露
伴
観
〈
田
岡
嶺
雲
と
そ
の
時
代
２
〉

（
「
地
球
の
一
点
か
ら
」
第
卿
号
、
平
４
．
９
．
釦
）

高
橋
正
田
岡
嶺
雲
の
文
芸
評
論
ｌ
一
葉
を
は
じ
め
て
天
下

に
紹
介
Ｉ
（
「
自
由
の
と
も
し
び
〈
自
由
民
権
記
念
館
だ
よ

り
〉
」
Ⅷ
Ⅲ
、
平
４
．
皿
）

村
上
愛
尾
崎
紅
葉
の
「
想
」
〈
田
岡
嶺
雲
と
そ
の
時
代
３
〉

（
「
地
球
の
一
点
か
ら
」
第
紛
・
帥
号
、
平
４
．
皿
・
別
）

Ｗ
＊
西
尾
雅
裕
川
上
眉
山
ｌ
時
代
に
要
求
さ
れ
、
時
代
に
取
り
残

さ
れ
た
作
家
ｌ
〈
田
岡
嶺
雲
と
そ
の
時
代
４
，
５
〉
（
「
地
球

の
一
点
か
ら
」
第
別
、
馳
・
認
号
、
平
５
．
２
．
Ｅ
、
４
．
別
）

高
橋
正
田
岡
嶺
雲
の
初
期
文
芸
評
論
ｌ
批
判
的
リ
ア
リ
ズ

ム
を
提
唱
Ｉ
（
「
日
本
文
学
研
究
」
第
刈
号
、
平
５
．
３
）

野
水
ま
ゆ
み
ほ
か
『
田
岡
嶺
雲
と
そ
の
時
代
ｌ
日
清
戦
争
前

後
ｌ
」
〈
日
本
近
代
文
学
原
典
研
究
報
告
集
一
九
九
二
年
度
〉

法
政
大
学
大
学
院
西
田
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
、
平
５
．
３
）

野
水
ま
ゆ
み
田
岡
嶺
雲
の
樋
口
一
葉
観
／
梅
沢
亜
由
美

尾
崎
紅
葉
「
二
人
比
丘
尼
色
熾
悔
』
「
不
言
不
語
」
に
つ
い

て
／
村
上
愛
嶺
雲
の
尾
崎
紅
葉
観
／
佐
藤
信
二
嶺
雲

の
露
伴
観
／
吉
田
真
田
岡
嶺
雲
の
広
津
柳
浪
観
／
河
野

真
理
子
広
津
柳
浪
の
二
年
間
／
西
尾
雅
裕
川
上
眉
山
Ｉ
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時
代
に
要
求
さ
れ
、
時
代
に
取
り
残
さ
れ
た
作
家
『
大
盃
」

「
う
ら
お
も
て
』
ほ
か
か
ら
ｌ
／
唐
瓊
聡
「
大
盃
」
「
う

ら
お
も
て
」
に
つ
い
て
／
野
水
ま
ゆ
み
田
岡
嶺
雲
の
江
見

水
蔭
観
／
吉
田
真
田
岡
嶺
雲
の
斎
藤
緑
雨
観
／
梅
沢
亜

由
美
田
岡
嶺
雲
の
泉
鏡
花
観
／
唐
瓊
琉
泉
鏡
花
の

「
琵
琶
伝
」
と
「
化
銀
杏
」
に
つ
い
て
／
佐
藤
信
二
嶺
雲

の
小
杉
天
外
観
／
村
上
愛
田
岡
嶺
雲
の
小
杉
天
外
観
ｌ

『
改
良
若
殿
」
を
中
心
と
し
て
ｌ
／
河
野
真
理
子
社
会
小

説
論
に
つ
い
て

猪
野
睦
お
わ
り
に
１
ひ
き
継
ぐ
も
の
Ｉ
（
岡
林
清
水
・
土

佐
文
雄
著
『
自
由
民
権
運
動
の
文
学
者
た
ち
』
〈
高
知
市
立

自
由
民
権
記
念
館
友
の
会
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
恥
２
〉
高
知
市
立

自
由
民
権
記
念
館
友
の
会
、
平
５
．
６
）

趙
夢
雲
田
岡
嶺
雲
と
上
海
（
「
地
球
の
一
点
か
ら
」
第

弱
・
恥
号
、
平
５
．
７
．
別
）

河
野
真
理
子
広
津
柳
浪
ｌ
悲
惨
・
深
刻
小
説
の
な
か
で
才
能

を
開
花
〈
田
岡
嶺
雲
と
そ
の
時
代
６
〉
（
同
右
）

阿
部
恒
久
田
岡
嶺
雲
（
青
木
和
夫
ほ
か
編
『
日
本
史
大
事
典
』

第
４
巻
、
平
凡
社
、
平
５
．
８
）

高
橋
正
田
岡
嶺
雲
と
津
山
「
長
法
寺
の
暁
の
鐘
に
夏
の

夜
の
明
け
易
き
を
怨
み
…
」
（
「
地
球
の
一
点
か
ら
」
第
師
号
、

平
５
．
８
．
旧
）

吉
田
真
斎
藤
緑
雨
の
皮
肉
〈
田
岡
嶺
雲
と
そ
の
時
代
７
〉

（
「
地
球
の
一
点
か
ら
」
第
記
号
、
平
５
．
９
・
路
）

野
水
ま
ゆ
み
江
見
水
蔭
の
「
女
房
殺
し
」
〈
田
岡
嶺
雲
と
そ
の

時
代
８
〉
（
「
地
球
の
一
点
か
ら
」
第
開
号
、
平
５
・
川
・
訓
）

Ｗ
紅
野
敏
郎
「
青
年
評
論
」
ｌ
北
原
白
秋
・
正
宗
白
鳥
・
田
岡

嶺
雲
ら
〈
這
遥
・
文
学
誌
塊
〉
（
「
国
文
学
」
第
胡
巻
第
３
号
、

平
６
．
２
）

キ
ム
・
レ
イ
ホ
田
岡
嶺
雲
と
私
「
田
岡
嶺
雲
と
そ
の
時
代

ｌ
日
清
戦
争
前
後
』
を
読
む
（
「
地
球
の
一
点
か
ら
」
第
“

号
、
平
６
．
３
・
訓
）
倉
持
千
恵
訳

高
橋
正
高
知
の
近
代
文
学
者
た
ち
ｌ
そ
の
光
と
影
ｌ

（
「
日
本
文
学
研
究
」
第
別
号
、
平
６
．
３
）
「
評
論
文
学
の

系
譜
」
を
含
む

綾
目
広
治
作
家
紹
介
（
磯
貝
英
夫
編
『
ふ
る
さ
と
文
学
館
』
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第
釣
巻
く
岡
山
〉
、
ぎ
よ
う
せ
い
、
平
６
．
６
）
「
錆
魂
記
」

を
収
録

綾
目
広
治
・
田
口
律
男
作
品
解
説
（
同
右
）
／
磯
貝
英
夫

文
学
者
群
像
（
同
右
）

出
原
隆
俊
数
奇
伝
／
嶺
雲
揺
曳
（
三
好
行
雄
ほ
か
編
「
日
本

現
代
文
学
大
事
典
作
品
篇
」
明
治
書
院
、
平
６
．
６
）

出
原
隆
俊
田
岡
嶺
雲
（
三
好
行
雄
ほ
か
編
『
日
本
現
代
文
学

大
事
典
人
名
・
事
項
篇
」
明
治
書
院
、
平
６
．
６
）

高
橋
正
「
田
岡
嶺
雲
」
〈
高
知
市
立
自
由
民
権
記
念
館
友

の
会
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
恥
３
〉
（
高
知
市
立
自
由
民
権
記
念
館

友
の
会
、
平
６
．
７
）
嶺
雲
と
自
由
民
権
運
動
／
文
芸
評
論

家
嶺
雲
／
思
想
家
嶺
雲
／
略
年
譜

楠
瀬
眞
田
岡
嶺
雲
（
岡
山
県
歴
史
人
物
事
典
編
纂
委
員
会

編
「
岡
山
県
歴
史
人
物
事
典
」
山
陽
新
聞
社
、
平
６
．
ｍ
）

中
島
国
彦
田
岡
嶺
雲
（
朝
日
新
聞
社
編
「
朝
日
日
本
歴
史
人

物
事
典
』
朝
日
新
聞
社
、
平
６
．
Ⅱ
）

開
と
と
り
礼
治
作
家
紹
介
（
祖
田
浩
一
編
「
ふ
る
さ
と
文
学
館
』

第
９
巻
く
茨
城
〉
、
ぎ
よ
う
せ
い
、
平
７
．
３
）
「
加
波
山
事

件
と
河
野
広
体
氏
」
を
収
録

祖
出
浩
一
作
品
解
説
（
同
右
）

岡
林
清
水
士
佐
と
近
代
文
学
／
田
岡
嶺
雲
（
岡
林
清
水
編

『
近
代
土
佐
文
学
者
総
覧
』
〈
「
高
知
県
昭
和
期
小
説
名
作
集
」

別
刷
付
録
〉
高
知
新
聞
社
、
平
７
．
８
）

ｌ
田
岡
嶺
雲
生
誕
地
の
碑
〈
旭
街
地
区
〉
（
士
佐
観

６

光
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
編
『
高
知
市
北
部
・
西
部
地

区
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
高
知
市
観
光
課
、
平
８
．
３
）

谷
本
澄
子
嶺
雲
全
集
編
纂
の
こ
と
〈
研
究
室
日
誌
６
〉
（
「
地

球
の
一
点
か
ら
」
第
肌
号
、
平
８
．
６
．
別
）

＊
ロ
ナ
ル
ド
・
ロ
フ
タ
ス
進
歩
の
転
覆
田
岡
嶺
雲
の
「
非
文

明
論
」
（
「
地
球
の
一
点
か
ら
」
第
舶
・
鮒
、
別
～
Ⅲ
号
、
平

８
．
８
．
脂
、
Ⅲ
．
Ⅲ
、
岨
・
別
、
Ⅱ
・
別
、
岨
・
”
、

９
．
２
．
Ⅲ
、
３
．
Ⅲ
、
５
．
邪
）

西
出
勝
退
任
・
退
職
記
念
論
文
集
編
集
委
員
会
編
「
文
学
・
社

会
へ
地
球
へ
」
（
三
一
書
房
、
平
８
．
９
）

西
田
勝
「
社
会
文
学
」
と
は
何
か
／
高
橋
正
田
岡

嶺
雲
と
自
由
民
権
運
動
ｌ
土
佐
か
ら
の
視
角
ｌ
／
趙
夢
雲
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田
岡
嶺
雲
と
上
海
／
吉
田
真
夏
目
漱
石
と
田
岡
嶺
雲
／

ロ
ナ
ル
ド
・
Ｐ
・
ロ
フ
タ
ス
、
河
東
あ
や
訳
田
岡
嶺
雲
の

評
論
に
お
け
る
文
学
的
リ
ア
リ
ズ
ム
と
社
会
的
良
心
／
／
ダ
ク

マ
ー
ラ
・
Ｐ
・
ヴ
ガ
エ
ー
ワ
、
亀
井
博
訳
田
岡
嶺
雲
の
記

録
文
学
作
品
の
ジ
ャ
ン
ル
的
特
性
の
問
題

タ
グ
マ
ー
ラ
・
パ
ー
ブ
ロ
ブ
ナ
・
ブ
ガ
ー
エ
ワ
「
近
代
日
本

の
先
駆
的
啓
蒙
家
た
ち
ｌ
福
沢
諭
吉
・
植
木
枝
盛
・
徳
富
蘇

峰
・
北
村
透
谷
・
田
岡
嶺
雲
ｌ
」
（
平
和
文
化
、
平
８
．
ｍ
）

亀
井
博
訳
。
「
忘
れ
ら
れ
た
思
想
家
ｌ
田
岡
嶺
雲
論
ｌ
」
を

収
録

山
本
泰
三
田
岡
嶺
雲
（
「
土
佐
自
由
民
権
家
の
墓
碑
並
び
に

業
績
」
〈
高
知
市
立
自
由
民
権
記
念
館
友
の
会
ブ
ッ
ク
レ
ッ

ト
Ｍ
４
〉
高
知
市
立
自
由
民
権
記
念
館
友
の
会
、
平
８
．
Ⅲ
）

永
畑
道
子
女
と
男
の
か
か
わ
り
含
愛
ひ
び
き
あ
う
近
代

日
本
を
奔
っ
た
女
た
ち
」
筑
摩
書
房
、
平
８
．
Ⅱ
）
「
田
岡

嶺
雲
の
「
女
子
解
放
論
」
」
を
含
む

菊
池
克
美
「
黒
白
」
の
復
刻
に
つ
い
て
〈
「
田
岡
嶺
雲
主
筆

稀
襯
雑
誌
「
黒
白
」
二
号
・
三
号
・
六
号
（
復
刻
）
解
説
〉

（
「
黒
白
』
復
刻
版
、
名
著
刊
行
会
、
平
８
．
４
）

Ｗ
西
田
勝
田
岡
嶺
雲
（
近
代
日
本
社
会
運
動
史
人
物
大
事
典

編
集
委
員
会
編
「
近
代
日
本
社
会
運
動
史
人
物
大
事
典
』
３
、

日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ッ
、
平
９
．
１
）

高
橋
正
系
譜
別
に
見
た
高
知
の
近
代
文
学
ｌ
そ
の
光
と
影

ｌ
評
論
文
学
／
照
射
と
影
ｌ
土
佐
・
文
学
の
周
辺
ｌ
田
岡
嶺

雲
二
高
知
の
近
代
文
学
素
描
ｌ
悲
傷
と
反
骨
の
系
譜
ｌ
」

土
佐
文
化
資
料
調
査
研
究
会
、
平
９
．
４
）

岡
林
清
水
田
岡
嶺
雲
の
恋
（
「
土
佐
倶
楽
部
」
第
１
号
、
平

９
．
５
）
〈
土
佐
の
文
学
エ
ッ
セ
ン
ス
ー
〉

佐
藤
能
丸
田
岡
嶺
雲
（
鹿
野
政
直
ほ
か
編
「
民
間
学
事
典

人
名
編
」
三
省
堂
、
平
９
．
６
）

黒
田
晋
・
竹
内
平
吉
郎
大
雄
寺
／
長
法
寺
（
「
津
山
の
散

策
に
し
ひ
が
し
』
〈
岡
山
文
庫
Ⅳ
〉
日
本
文
教
出
版
、
平

９
．
７
）

Ｉ
田
岡
嶺
雲
（
朝
尾
直
弘
ほ
か
編
「
角
川
新
版
日

本
史
辞
典
」
角
川
書
店
、
平
９
．
９
）

Ｉ
田
岡
嶺
雲
（
日
本
史
広
辞
典
編
集
委
員
会
編
「
日
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本
史
広
辞
典
」
山
川
出
版
社
、
平
９
．
９
）
↓
『
日
本
史
人

物
辞
典
」
山
川
出
版
社
、
平
ｕ
・
５

坂
井
健
没
理
想
論
争
と
田
岡
嶺
雲
ｌ
禅
の
流
行
と
自
然
主

義
の
成
立
Ｉ
（
「
京
都
語
文
」
第
２
号
、
平
９
．
Ⅲ
）

岡
林
清
水
土
佐
の
風
土
と
文
学
（
高
知
県
立
文
学
館
編
『
高

知
の
文
学
」
〈
常
設
展
示
図
録
〉
高
知
県
立
文
学
館
、
平

９
．
Ⅱ
）

自
由
民
権
運
動
と
文
学
（
同
右
）
「
田
岡
嶺
雲
」

を
含
む

Ⅶ
鹿
野
政
直
解
題
（
「
家
永
三
郎
集
』
第
５
巻
く
思
想
家
論
１
〉
、

岩
波
書
店
、
平
Ⅲ
・
２
）
「
数
奇
な
る
思
想
家
の
生
涯
ｌ
田

岡
嶺
雲
の
人
と
思
想
ｌ
』
を
収
録

高
橋
正
数
奇
な
る
思
想
家
田
岡
嶺
雲
（
「
土
佐
倶
楽
部
」

第
７
号
、
平
Ⅲ
・
５
）
〈
特
集
土
佐
人
気
質
の
研
究
〉

Ｗ
杉
本
邦
子
青
年
文
（
『
明
治
の
文
芸
雑
誌
ｌ
そ
の
軌
跡
を
辿

る
ｌ
」
明
治
書
院
、
平
Ⅱ
・
２
）

伽
田
岡
嶺
雲
（
『
高
知
県
人
名
事
典
新
版
』
刊
行
委

員
会
編
『
高
知
県
人
名
事
典
新
版
」
高
知
新
聞
社
、
平

Ⅱ
・
９
）

湊
哲
夫
是
空
と
津
山
（
和
田
克
司
編
著
『
大
谷
是
空
「
浪

花
雑
記
」
ｌ
正
岡
子
規
と
の
友
情
の
結
晶
ｌ
』
〈
近
代
文
学

研
究
叢
刊
旧
〉
和
泉
言
院
、
平
Ⅱ
・
岨
）

田
岡
嶺
雲
（
石
上
英
一
ほ
か
編
「
岩
波
日
本
史
辞

典
」
岩
波
書
店
、
平
Ⅱ
．
Ⅲ
）

‐
生
誕
剛
年
記
念
田
岡
嶺
雲
展
へ
来
秋
十
一
月
ご

ろ
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
「
高
知
ペ
ン
ク
ラ
ブ
会
報
」
第
妬

号
、
平
Ⅱ
。
Ⅲ
）

Ⅱ
紅
野
敏
郎
「
青
年
評
論
」
田
岡
嶺
雲
・
北
原
白
秋
・
正
宗

白
鳥
・
徳
田
秋
声
・
浮
田
和
民
・
坪
内
道
遙
・
山
路
愛
山
・

谷
本
富
・
大
町
桂
月
・
三
宅
雪
嶺
ら
（
「
文
芸
誌
讃
そ
の

「
雑
」
な
る
風
景
一
九
一
○
’
一
九
三
五
年
』
雄
松
堂
出
版
、

平
岨
．
ｌ
）

＊
別
役
佳
代
田
岡
嶺
雲
〈
土
佐
の
文
人
路
～
釦
〉
（
「
朝
日
新
聞
」

〔
高
知
版
〕
平
阻
・
３
．
２
，
９
、
略
朝
刊
）

文
芸
評
論
に
社
会
的
視
点
／
芸
妓
と
の
恋
そ
し
て
別
れ
／
反

骨
貫
き
病
魔
と
の
闘
い
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趙
夢
雲
「
或
鍾
動
」
を
成
し
遂
げ
た
都
市
ｌ
田
岡
嶺
雲
の

上
海
東
文
学
社
（
『
上
海
・
文
学
残
像
ｌ
日
本
人
作
家
の
光

と
影
」
〈
現
代
ア
ジ
ア
叢
書
弱
〉
田
畑
書
店
、
平
Ⅲ
・
５
）

西
田
勝
解
説
（
田
岡
嶺
雲
著
『
病
中
放
浪
」
〈
復
刻
版
社

会
文
学
叢
書
１
〉
西
田
勝
・
平
和
研
究
室
、
平
ｕ
・
６
）

西
田
勝
解
説
（
田
岡
嶺
雲
・
小
川
芋
銭
著
「
有
声
無
声
』

〈
復
刻
版
社
会
文
学
叢
書
番
外
〉
西
田
勝
・
平
和
研
究
室
、

平
岨
・
６
）

落
合
雄
三
小
杉
未
醒
ｌ
放
庵
そ
の
多
彩
な
る
人
間
関
係
／
近

代
文
学
と
日
光
（
落
合
雄
三
ほ
か
編
著
「
栃
木
県
近
代
文
学

ア
ル
バ
ム
」
栃
木
県
文
化
協
会
、
平
ｕ
・
７
）

西
田
勝
一
○
○
年
前
の
虐
殺
証
言
ｌ
田
岡
嶺
雲
の
北
清
事

変
従
軍
記
Ｉ
（
「
軍
縮
問
題
資
料
」
恥
加
、
平
ｕ
・
７
）

志
田
行
男
幸
徳
の
「
左
様
な
ら
」
（
田
岡
嶺
雲
）
（
。
暗
殺
主

義
」
と
大
逆
事
件
」
（
元
就
出
版
社
、
平
胆
・
９
）
第
６
部

「
断
頭
台
の
露
と
消
え
て
」
の
う
ち

＊
横
田
賢
一
田
岡
嶺
雲
中
国
民
報
主
筆
生
誕
剛
年
に
寄
せ

て
（
「
山
陽
新
聞
」
平
岨
・
９
．
釦
、
Ⅲ
．
１
，
３
～
５
、

８
、
ｕ
、
Ⅳ
、
妬
～
邪
、
別
、
Ⅱ
．
２
，
５
，
７
～
岨
、
Ｍ
、

喝
、
Ⅳ
、
的
、
〃
、
妬
、
別
、
洲
、
ｕ
・
２
朝
刊
）
刈
回

連
載
。

数
奇
の
人
／
教
科
書
疑
獄
事
件
（
そ
の
１
～
７
）
／
生
い
立

ち
・
津
山
の
恋
（
そ
の
１
～
Ⅲ
）
／
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
道

（
そ
の
１
～
８
）
／
晩
年
（
上
中
下
）
／
現
代
的
評
価

高
知
県
立
文
学
館
編
「
土
佐
の
反
骨
・
田
岡
嶺
雲
」
〈
企
画

展
図
録
〉
（
高
知
県
立
文
学
館
、
平
岨
・
岨
）

西
田
勝
詩
を
生
き
た
男
／
高
橋
正
田
岡
嶺
雲
と
土

佐
人
気
質
／
田
中
励
儀
田
岡
嶺
雲
と
泉
鏡
花
／
〔
以
下
、

無
署
名
〕
生
い
立
ち
・
家
族
ｌ
自
由
の
気
風
の
中
で
ｌ
／
青

雲
の
志
を
抱
い
て
ｌ
官
立
大
阪
中
学
校
ｌ
／
文
芸
評
論
家
田

岡
嶺
雲
／
青
春
の
愛
と
試
練
ｌ
津
山
の
恋
ｌ
／
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
嶺
雲
／
姑
蘇
の
風
月
ｌ
日
本
語
教
師
と
し
て
従
軍
記
者

と
し
て
の
大
陸
放
浪
ｌ
病
中
放
浪
ｌ
閑
雅
静
寂
の
中
で
ｌ
／

反
骨
の
思
想
家
と
し
て
／
終
焉
の
地
、
日
光
／
嶺
雲
を
継
ぐ

も
の
／
嶺
雲
回
想
・
嶺
雲
評
な
ど
〔
ほ
か
〕

広
瀬
朱
美
田
岡
嶺
雲
（
朝
尾
直
弘
ほ
か
編
『
日
本
歴
史
大
事
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典
」
２
、
小
学
館
、
平
胆
．
Ⅲ
）

口
グ
ロ
ー
バ
ル
な
発
想
の
再
評
価
進
む
反
骨
の
思

想
家
田
岡
嶺
雲
生
誕
百
三
十
周
年
の
高
知
で
企
画
展

（
「
朝
日
新
聞
」
平
阻
．
Ⅱ
・
４
夕
刊
）
〈
新
聞
記
事
〉

別
役
佳
代
「
田
岡
嶺
雲
展
」
か
ら
（
「
高
知
新
聞
」
平
岨
・

Ⅱ
・
恥
～
肥
朝
刊
）

「
嶺
雲
遺
硯
」
／
「
故
嶺
雲
雅
兄
遺
愛
の
鉢
割
」
／
「
波
の

し
ぶ
き
」
原
稿

Ⅶ
岡
利
郎
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
田
岡
嶺
雲
と
現
代
」
成
功

裡
に
終
わ
る
〈
ブ
ロ
ッ
ク
報
告
高
知
〉
（
「
社
会
文
学
通
信
」

第
帥
号
、
平
旧
・
２
）

西
田
勝
田
岡
嶺
雲
（
臼
井
勝
美
ほ
か
編
「
日
本
近
現
代
人

名
辞
典
」
吉
川
弘
文
館
、
平
Ｂ
・
７
）

紀
田
順
一
郎
田
岡
嶺
雲
二
ペ
ン
ネ
ー
ム
の
由
来
事
典
」
東

京
堂
出
版
、
平
Ｂ
・
９
）

森
岡
勝
彦
田
岡
嶺
雲
覚
書
き
（
「
Ｑ
三
ｓ
一
三
１
言
巴
恥
２
、

平
Ｂ
・
皿
）

山
田
岡
嶺
雲
（
上
田
正
昭
ほ
か
監
修
「
講
談
社
日
本

人
名
大
辞
典
」
講
談
社
、
平
旧
・
皿
）

Ⅷ
竹
村
則
行
「
支
那
文
学
大
綱
」
と
田
岡
嶺
雲
（
川
合
康
三
編

「
中
国
の
文
学
史
観
』
創
文
社
、
平
Ｍ
・
２
）

高
知
県
立
文
学
館
編
「
流
風
余
韻
」
〈
高
知
県
立
文
学
館
講

演
記
録
〉
第
３
集
（
高
知
県
立
文
学
館
、
平
Ｍ
・
３
）
〈
二

○
○
○
年
特
別
展
「
土
佐
の
反
骨
田
岡
嶺
雲
」
関
連
国
際

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
田
岡
嶺
雲
と
現
代
」
〉

西
田
勝
田
岡
嶺
雲
の
未
来
性
／
ロ
ナ
ル
ド
・
Ｐ
・
ロ
フ

タ
ス
ア
メ
リ
カ
人
の
立
場
か
ら
／
キ
ム
・
レ
イ
ホ
田
岡

嶺
雲
の
世
界
文
学
構
想
／
岸
陽
子
田
岡
嶺
雲
と
王
国

維
／
呂
元
明
田
岡
嶺
雲
は
中
国
に
何
を
も
た
ら
し
た
か

Ｉ
田
岡
嶺
雲
（
秦
郁
彦
編
「
日
本
近
現
代
人
物
履
歴

事
典
」
東
京
大
学
出
版
会
、
平
Ｍ
・
５
）

谷
沢
永
一
気
迫
を
欠
け
ば
漢
文
は
読
め
な
い
ｌ
田
岡
嶺
雲

「
和
訳
漢
文
叢
書
』
二
書
物
耽
溺
」
講
談
社
、
平
Ⅲ
・
８
）

Ｉ
田
岡
家
の
継
承
者
と
し
て
田
岡
家
の
先
祖
と
彼

を
め
ぐ
る
肉
親
た
ち
（
高
知
県
立
文
学
館
編
『
田
岡
典
夫
没

後
別
年
』
〈
企
画
展
図
録
〉
高
知
県
立
文
学
館
、
平
Ｍ
・
９
）
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恕
い
た
だ
き
た
い
。

北
村
透
谷
、
山
路
愛
山
に
続
く
明
治
文
学
者
の
書
誌
シ
リ
ー
ズ

第
三
弾
で
あ
る
。
今
回
も
透
谷
、
愛
山
と
同
様
に
、
戦
後
分
を
先

に
発
表
す
る
こ
と
に
し
た
。
戦
前
分
は
、
現
物
確
認
に
手
間
が
か

か
る
の
で
、
次
の
機
会
に
譲
り
た
い
。
短
期
間
で
調
査
、
作
成
し

た
た
め
、
遺
漏
し
た
文
献
も
少
な
く
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
御
寛

「
叔
父
田
岡
嶺
雲
」
を
含
む

Ⅲ
石
井
雍
大
反
骨
の
思
想
家
・
田
岡
嶺
雲
に
つ
い
て
語
る
〈
地

域
に
学
ぶ
集
い
〉
（
「
歴
史
地
理
教
育
」
恥
棚
、
平
旧
．
Ⅲ
増

刊
号
）

槙
林
滉
二
『
青
年
文
』
復
刻
を
喜
ぶ
〈
推
薦
の
こ
と
ば
〉

（
「
青
年
文
」
復
刻
版
、
内
容
見
本
、
不
二
出
版
、
平
旧
・
川
）

平
出
隆
文
学
的
転
換
へ
の
切
迫
し
た
意
識
（
同
右
）

西
田
勝
解
説
二
復
刻
版
青
年
文
』
別
冊
会
青
年
文
」

解
説
・
総
目
次
・
索
引
〉
、
不
二
出
版
、
平
賜
・
皿
）

付
記

主
な
先
行
文
献
に
は
次
の
も
の
が
あ
る
。

・
遠
藤
恵
美
子
田
岡
嶺
雲
資
料
年
表
（
昭
和
女
子
大
学
近
代

文
学
研
究
室
『
近
代
文
学
研
究
叢
書
」
第
旧
巻
、
昭
和
女
子

大
学
光
葉
会
、
昭
剥
・
７
）
〈
「
田
岡
嶺
雲
」
の
う
ち
〉

Ｉ
主
要
参
考
文
献
（
高
知
県
立
文
学
館
編
『
士
佐
の

反
骨
・
田
岡
嶺
雲
』
高
知
県
立
文
学
館
、
平
吃
・
的
）

本
目
録
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
以
上
の
ほ
か
『
年
刊
人
物
文

献
目
録
」
（
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ッ
）
、
『
国
文
学
年
鑑
」
（
国
文
学
研

究
資
料
館
）
な
ど
の
二
次
資
料
を
参
考
に
し
た
。
ま
た
、
作
成
に

あ
た
っ
て
は
、
高
知
の
池
田
洋
一
氏
の
協
力
を
得
た
。
池
田
氏
に

感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。
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